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午前９時53分開会 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいまから平成３０年第１回五ヶ瀬町議会定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（小笠まゆみ君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、１番、甲斐政國議員、２番、

佐藤成志議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の日程について

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から２０日までの１５日間にしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から２０日までの１５日間に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 まず、議会活動報告を行います。 

 平成２９年第４回定例会後の議会活動については、お手元に配付しております報告書のとおり

ですが、２の行政視察・研修の状況の主なものについて報告いたします。 

 昨年１２月２１日に、熊本市にあります森林総合研究所九州支所のＣＬＴパネル工法による共

同特殊実験棟の建てかえ工事現場を視察しました。森林資源の新たな利用技術として注目される

ＣＬＴパネル工法について貴重な情報収集となりました。 

 次に、１月２３日の行財政改革特別委員会後に、議員研修として、光回線を活用したＩＣＴ利

活用の勉強会を開催しました。新たな行政情報の伝達手段として、ＩＣＴによる行政サービスの

向上を図る必要があると思われます。 

 １月３０日は、全議員で高原町の農事組合法人「はなどう」へ行政視察を行いました。組合員

の高齢化や耕作放棄地の拡大などの課題解決のために、直売所の運営、農作業の受託、６次産業



化での企業連携による商品開発、販売の取り組みを視察しました。 

 ２月２日は、大分市で開催された自治体向けＩＣＴ推進セミナーへ議員２名を派遣し、タブレ

ット端末を活用したペーパーレス会議の取り組みを研修しました。早速、実際のタブレット端末

を使用した全議員対象の研修会を３月１２日に開催する事としております。 

 ２月６日、７日は、西臼杵郡町村議会議長会が主催する視察研修で、６日は、佐賀市三瀬村に

ある個人経営のやさい直場所マッちゃんを訪問し、行政に依存せず、年間７億円近い売り上げを

維持する直売所運営について、その取り組みを視察しました。 

 ７日は、午前中に、国土交通省九州地方整備局へ伺い、九州中央自動車道路の整備について、

西臼杵３町それぞれに、ストック効果を踏まえ要望と意見交換を行ました。午後からは、福岡県

篠栗町議会のタブレット導入によるペーパーレス議会の取り組みを視察し、実際のタブレット端

末を使用しての研修を受けました。九州の町村議会では最も早く、平成２６年９月議会から導入

され、執行部も同時に導入したことにより、議会はもとより各種会議や情報共有等などの事務効

率の向上が図られているとのことで、本町議会においても、今後の調査、研究の必要性を感じま

した。 

 以上、議会活動報告といたします。 

 次に、例月現金出納検査の結果につきましては、お手元に配付しております報告書の写しのと

おりであります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第４、行政報告を行います。 

 町長より報告をお願いします。 

○町長（原田 俊平君）  平成３０年第１回五ヶ瀬町議会定例会開会に当たり、１２月定例会以降

の行政経過について、御報告いたします。 

 まず、１点目は、主要地方道竹田五ヶ瀬線の整備促進についてであります。 

 昨年１２月１４日に、土生工区の用地関係の合同調印式を行っていただき、いよいよ土生工区

も事業着手となる予定です。 

 また、２月１３日には、宮崎県県道整備部のほうに、夕塩─土生間道路整備促進期成会として、

高千穂町、五ヶ瀬町合同の要望活動を行ったところであります。 

 また、今月２６日には、桑野内ぬくもり体育館において、高千穂町、五ヶ瀬町合同の整備促進

のための総決起大会も計画しておりますので、議員各位にもよろしくお願いいたします。 

 ２点目は、九州中央自動車道蘇陽─高千穂間の整備促進についてであります。 

 国土交通省においては、先月１６日に、約３年ぶりとなる社会資本整備審議会道路分科会九州



地方小委員会を開催されました。 

 そして、その中で候補に挙がっていました３つのルート案のうち、主要な集落にアクセスしや

すい南ルートを採用する方針が決定されました。 

 そして、２月２８日には、国土交通省のほうから、九州横断自動車道延岡線、五ヶ瀬─高千穂

間における直轄調査結果が宮崎県に送付されたところであります。 

 これによりますと、求められる政策目標として、災害時にも機能する信頼性の高いネットワー

クの確保を初め、５つの項目が提示され、五ヶ瀬東インターチェンジから高千穂インターチェン

ジの９.２キロメートルが耐震を予想されており、事業化の対象とされているようであります。 

 今後は、五ヶ瀬町としましても、沿線自治体と力を合わせ、新規事業採択に向けて、さらなる

活動を加速してまいりたいと思っております。 

 ３点目は、佐伯勝元基金を活用した奨学金制度の導入についてであります。 

 今回、徳島県東みよし町在住の佐伯勝元氏から多額の寄附をいただいた中で、これまでの海外

派遣事業等以外に、佐伯勝元氏からの強い要望もあり、今回大学に進学する五ヶ瀬町出身者に対

し、奨学金制度を創設することといたしました。 

 今回の奨学金の特徴としましては、無利子であることと、本町に住所を有し生活実態のある期

間は返済を免除するということであります。 

 ４点目は、五ヶ瀬町特別職報酬等審議会についてであります。 

 特別職報酬等審議会は、議会議員の議員の報酬の額並びに町長、副町長及び教育長の給料の額

について、審議するために設置される町長の附属機関であります。委員は、町内の各団体の代表

者等からなる１１名で構成されています。 

 先月８日に、第１回目の審議会において、議員報酬並びに町長、副町長及び教育長の給料につ

いて、諮問をさせていただきました。 

 今後は、県内の類似団体における報酬、給料額を参考に昨今の景気動向や、国の人事院勧告の

状況等を参考に、慎重に審議を重ねていただき、最終的な答申をいただいた上で、見直しを進め

てまいりたいと考えております。 

 ５点目は、ふるさと納税制度についてであります。 

 ふるさと納税制度とは、ふるさとや自分の好きな自治体に寄附を通じて応援する制度として、

平成２０年度から始まった国の制度です。 

 本町においては、平成２６年度より、寄附者に対し本町の特産品の送付を開始し、平成２８年

度は返礼品の見直し及びふるさと納税サイトふるさとチョイスの利用を開始しました。 

 平成２９年度においては、町内事業者の協力を仰ぎ返礼品の拡充、また、納税サイトＡＮＡの

ふるさと納税の新たな追加を行い、本年度は過去最高だった昨年度に比べ、寄附金額１２０％増

加の合計１,５３０万円が見込まれておりまして、本町のさらなる知名度向上、特産品ＰＲにつ



ながるものと考えております。 

 しかし、現状は他の市町村に比べ寄附額は低い状態であり、今後返礼品の充実や周知の方法等

の見直しを行い、本町の魅力、特産品の魅力を町外の方へ伝え、より多くの方に本町を応援した

いと思っていただけるよう取り組んでまいります。 

 ６点目が、五ヶ瀬町地域組織検討委員会についてであります。 

 人口減少が進む中、地域の活力を維持、向上させていくために、行政区や国、その他地域組織

における現状と課題を把握し、今後の組織のあり方について、専門家を交えて、議会、公民館長

会、行政の代表で現在検討を行っております。 

 この間、組員のあり方については、組長さんのアンケートを実施し、高齢化による組長のなり

手不足の課題や、組の統合問題などが明らかになっています。 

 これからも引き続き、委員会でも検討を進めてまいりますが、それぞれの地域での将来を見据

えた議論が進んでいくことを期待しているところでもあります。 

 ７点目が、五ヶ瀬町立保育所将来像検討委員会についてであります。 

 町では、公立保育所の保育の質の向上及び多様な保育ニーズへの対応を図るため、また、運営

方法等を含めた将来のあり方について広く意見を求めるため、五ヶ瀬町立保育所将来像検討委員

会を設置しています。 

 委員は、町議会並びに町内各組織の代表、宮崎県等からなる１０名で構成されています。昨年

１１月に、第１回目となる委員会が開かれ、先月第２回目が開催されました。 

 現在、本町には五ヶ瀬中央保育所と鞍岡保育所の２カ所の公立保育所がございます。本町の保

育サービスの現状や課題、また、将来の保育の展望等について、意見交換をしていただきながら、

本年９月までに委員会としての意見をまとめていただく予定です。 

 議会内の行政改革特別委員会等でも、このことについてあわせて議論をお願いしたいと思って

おります。 

 そして、８点目が、旧鞍岡中学校の跡地利用についてであります。 

 この件につきましては、昨年の鞍岡中学校跡地利用を考える会の代表者と教育委員会との４回

にわたる意見交換の報告を受けたところであります。 

 報告書の最終的な意見では、町の中心部にある旧鞍岡中学校のほうが、防犯面や見守りの面か

ら、児童が安全に登校でき、保護者や地域の方々が安心できるということや、人をふやすために

はどう取り組めばいいかという思いから、旧鞍岡中学校を活用すべきではないかという提案をい

ただいております。 

 そして、その報告書をもとに、本年１月１０日に会の代表者３名に来庁いただき、意見交換を

させていただきましたが、小学校移転ということだけではなく、町全体のまちづくりについて、

今後一緒になって協議していきましょうという結論に達したところでございます。 



 意見交換をさせていただく中で、意見の相違は多少あるものの、その先にある五ヶ瀬をよくし

たいという思いは同じであると確認できたところでございます。 

 最後に、本定例会に提案いたしました案件について、申し上げます。 

 報告案件が２件、人事案件が２件、条例の制定が２件、条例の一部改正が７件、平成２９年度

一般会計補正予算及び特別会計補正予算（案）が５件、平成３０年度一般会計及び特別会計予算

（案）が７件、町道の認定及び廃止についてが１件、合わせて２６件となります。 

 慎重なる御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、行政報告とさせてい

ただきます。 

○議長（小笠まゆみ君）  これで行政報告は終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１号

日程第６．報告第２号

○議長（小笠まゆみ君）  お諮りいたします。 

 日程第５、報告第１号五ヶ瀬町町民センター基本計画について及び日程第６、報告第２号五ヶ

瀬町新庁舎建設基本構想（案）については、一括で報告を受けたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第５、報告第１号及び日程第６、報告第２号は、これを一括で報告を受ける

ことに決定しました。 

 本２件について、町長から報告を求めます。 

 町長。 

○町長（原田 俊平君）  報告第１号五ヶ瀬町町民センター基本計画について、行政報告をさせて

いただきます。 

 五ヶ瀬町町民センターは、昭和５３年３月にホールを完備した集会施設として建設されました。 

 主に１００人以上が利用する場合の公共施設として、各種総会や大会、映画上映会、健診会場

や成人式等多岐にわたり、広く町民に利用されてきました。また、災害時には避難施設としても

重要な役割を担ってきました。 

 しかしながら、平成２５年度耐震診断の結果では、構造耐震判定指標値が基準を大きく下回っ

ており、耐震補強を要する判定となっています。 

 さらに、本施設は建設後３９年を経過し、既存施設の老朽化やユニバーサルデザインに対応し

ていないなど、様々な課題を抱えています。 

 本計画はそのような状況の中、耐震補強を含めた町民センターの今後のあり方や方向性を検討



することを目的に策定をいたしました。 

 計画の中では、町民センターの現況を調査し、住民アンケートをもとに基本方針を定め、基本

計画として、現在の町民センターの耐震補強を前提としたもの、耐震補強をしない場合を想定し

たもの、それぞれに検討を加えました。 

 今後の整備方針については、財政面、公共施設等管理計画やその他の施設計画との整合性を図

りながら、それぞれの内容を十分検討して、方向性を決めていくこととしております。 

 なお、詳しい内容は委員会等において、担当課長より御説明を申し上げます。 

 以上で行政報告を終わります。 

 報告第２号五ヶ瀬町新庁舎建設基本構想（案）について行政報告をさせていただきます。 

 現在の庁舎は、昭和４７年に移転建設、平成２年に増改築され現在当初建築されてから４６年

が経過しております。電算機器等の導入等もあり狭隘であることから、教育委員会、建設課、倉

庫等分散化を余儀なくされており、さらにエレベーターなどの生活弱者対策も不足しています。 

 また、大雨時には１階部分が浸水するなど、災害に脆弱な状況であり、本年度実施した耐震診

断の結果では、極めて耐震性が低く、改修による耐震化工事も厳しいとの指摘も受けております。 

 特に耐震性の面からは、東日本大震災、熊本地震では多くの市町村庁舎が破滅的な被害を受け、

それが町全体の復旧・復興への大きな妨げになるなど、災害対応の拠点としての庁舎の重要性が

再認識されました。 

 本町の庁舎も、地震等の災害時には災害対策本部を設置し、防災・復旧活動を迅速かつ的確に

行う拠点施設となる町民の重要な共通財産です。そして、町の行政機能の中枢であるとともに町

議会の開催及び数多くの町民が訪れる場所であるため、安全確保が最重要課題となります。 

 これらのことから、現庁舎が抱えるさまざまな問題を解消し、町民サービスの向上や行政効率

を一層高めていくため、新庁舎建設は早急に取り組まなければならない重要な課題の一つだと考

えます。 

 また、これから一層厳しさを増す町の財政事情を十分考慮するとともに、町民感覚に配慮の上

で進めていくことが必要なことから、新庁舎建設の財源等については、国の交付金事業や起債事

業の活用を目指しますが、それぞれに期限の設定がありますので、その見きわめも必要です。 

 よって、今回五ヶ瀬町新庁舎建設基本構想（案）として、新庁舎の建設に向けた基本方針や考

え方を取りまとめたところです。 

 今後は、本構想（案）に対する町民の皆様方から御意見、御提言等をお聞きしながら、進めて

いく所存ですので、御理解と御協力をお願いいたします。 

 なお、詳しい内容は委員会等において、担当課長より御説明を申し上げます。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第１号



日程第８．議案第２号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りいたします。 

 日程第７、議案第１号人権擁護委員候補者の推薦について及び日程第８、議案第２号人権擁護

委員候補者の推薦についての２件は、これを一括議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第７、議案第１号及び日程第８、議案第２号は、一括議題とすることに決定

しました。 

 本２件について、町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（原田 俊平君）  議案第１号人権擁護委員候補者の推薦について、提案理由の御説明を申

し上げます。 

 人権擁護委員候補者については、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を

聞いて、法務大臣に推薦しなければならないとされております。 

 今回お願いしますのは、現在の委員の寺本俊文氏であります。寺本氏につきましては、引き続

き委員を継続いただきますことに内諾をいただいているところでございます。 

 任期は、平成３０年７月１日から３年間となっております。履歴につきましては、添付の資料

にありますとおり、人物的にも人権擁護委員として適格者存じます。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第２号人権擁護委員候補者の推薦について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 人権擁護委員候補者については、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を

聞いて法務大臣に推薦しなければならないとされております。 

 今回お願いしますのは、橋本文代氏の辞任に伴う後任者として、大字鞍岡２８４７番地イの曽

我部里美氏に内諾をいただいているところであります。 

 任期は平成３０年７月１日から３年間となっております。履歴につきましては、添付の資料に

ありますとおり、人物的にも人権擁護委員として適格者であると存じます。 

 以上で、説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたら、どうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですので、これにて質疑を終結します。 



 討論は省略し、これより起立によって採決します。 

 議案第１号人権擁護委員候補者の推薦については、原案のとおり同意することに賛成の方は、

起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。 

 したがって、本案は、原案のとおり同意することに決定しました。 

 次に、議案第２号人権擁護委員候補者の推薦については、原案のとおり同意することに賛成の

方は、起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。 

 したがって、本案は、原案のとおり同意することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第３号

日程第１０．議案第４号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りいたします。 

 日程第９、議案第３号五ヶ瀬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例の制定について及び日程第１０、議案第４号五ヶ瀬町佐伯勝元教育基金奨学金条例の制

定についての２件は、これを一括議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第９、議案第３号及び日程第１０、議案第４号の２件は、これを一括議題と

することに決定しました。 

 本２件について、町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第３号五ヶ瀬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する

基準等を定める条例の制定について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、介護保険法の改正に伴い、平成３０年４月１日から県より権限移譲される、指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等について、政令に基づき定めるものであります。 

 以上で、説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第４号五ヶ瀬町佐伯勝元教育基金奨学金条例の制定について、提案理由の御説明を申し上

げます。 



 五ヶ瀬町佐伯勝元教育基金奨学金条例につきましては、佐伯勝元氏から頂戴いたしました多額

の寄付金を佐伯勝元教育基金として積み立て、その基金の一部を奨学金として制度化するもので

す。 

 奨学金は、五ヶ瀬町の子供たちの誰もが等しく教育を受ける機会を与えたいという佐伯勝元氏

の強い思いに応え、制度化するものであります。 

 制度の内容につきましては、五ヶ瀬町に住所を有し、生活実態のある者の子弟が条件となり、

４年生大学以上の大学に在学する学生に対し、奨学金を無利子で貸し付けるものです。 

 貸し付けの額につきましては、第７条で規定しておりますとおり、医学部では毎月１０万円、

薬学部では毎月７万円、その他の学部では毎月５万円を超えない範囲内で貸し付けます。 

 奨学金の返還につきましては、第１０条で規定しておりますが、大学を卒業したとき、また奨

学金の貸し付けを中止されたときは、当該卒業した日または貸し付けを中止された日の属する月

の翌月から起算して１カ年を経過した後から１０年以内の期間に、奨学金総額を返還するものと

しております。 

 また、この奨学金の大きなメリットとしまして、大学卒業後、本町に住所を有し生活実態があ

る場合は、本町に住所を有する期間、返還を免除いたします。 

 制度の詳細につきましては、委員会におきまして、担当課長が御説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいまの２件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、本日は提案理由の説明までにとどめることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第５号

日程第１２．議案第６号

日程第１３．議案第７号

日程第１４．議案第８号

日程第１５．議案第９号

日程第１６．議案第１０号

日程第１７．議案第１１号



○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。 

 日程第１１、議案第５号五ヶ瀬町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部改正についてか

ら、日程第１７、議案第１１号五ヶ瀬町道路占用料徴収条例の一部改正についてまでの７件は、

これを一括議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１１、議案第５号から、日程第１７、議案第１１号までの７件は、これを

一括議題とすることに決定しました。 

 本７件について、町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第５号五ヶ瀬町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部改正に

ついて、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、同条例別表中、五ヶ瀬町職員等の旅費に関する条例からの引用条項を整理するもので

あります。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第６号五ヶ瀬町特別会計設置条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、佐伯勝元教育基金を財源とし、五ヶ瀬町奨学金の円滑な運営とその経理の適正を図る

ために、五ヶ瀬町奨学金特別会計を設置すべく第１条に追加するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第７号五ヶ瀬町国民健康保険税条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

 平成２７年５月に成立しました、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等

の一部を改正する法律により、国民健康保険については、平成３０年度から都道府県が財政運営

の責任主体となり、市町村へ保険給付に要する費用が交付され、市町村では、都道府県が決定し

た国民健康保険事業費納付金を納付することとなりました。 

 この制度改正に伴い、五ヶ瀬町国民健康保険税条例の一部を改正するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第８号五ヶ瀬町介護保険条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 介護保険制度では、３年ごとに介護保険事業計画を策定して、介護サービスの見込み量やサー



ビス確保の方法などを具体的に計画することになっており、６５歳以上の第１号被保険者の保険

料は、この事業計画に基づき算定されています。 

 第７期計画に当たる平成３０年度からの３年間においては、給付費の伸びを見込み、介護保険

料の増額を見込んでいるところであります。 

 介護保険料は、個人及び世帯の住民税課税状況と収入額、課税所得金額から決定されており、

国の基準同様、９つの段階の所得段階区分としております。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 議案第９号五ヶ瀬町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、平成１８年厚生労働省令第３７号指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、

当該条例の一部改正を行うものです。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１０号五ヶ瀬町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等に

関する基準を定める条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、介護保険法施行規則の一部改正に伴い、当該条例の一部改正を行うものです。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１１号五ヶ瀬町道路占用料徴収条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

 本件は、町が管理する道路の占用料について、西臼杵郡内での整合性を図るため、県の条例に

準じた取扱いとするための改正であります。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいまの７件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 



 したがって、本日は提案理由の説明までにとどめることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第１２号

日程第１９．議案第１３号

日程第２０．議案第１４号

日程第２１．議案第１５号

日程第２２．議案第１６号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。 

 日程第１８、議案第１２号平成２９年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第５号）についてから、

日程第２２、議案第１６号平成２９年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第４号）について

までの５件は、これを一括議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１８、議案第１２号から日程第２２、議案第１６号までの５件は、これを

一括議題とすることに決定しました。 

 本５件について、町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第１２号平成２９年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第５号）につい

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、年度末を控え各事務事業がほぼ確定しつつあることによる予算の調整が主なも

のです。 

 歳入歳出予算の総額から、それぞれ１億８,７５０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を、そ

れぞれ４３億３,８５０万円とするものです。 

 それでは１ページの第１表、 歳入歳出予算補正の歳入の主なものについて、御説明いたしま

す。 

 国庫支出金は、災害復旧費国庫負担金の減額です。 

 県支出金は、農林水産業費県補助金等の減により、減額となります。 

 寄附金は、佐伯勝元教育寄附金です。 

 町債では、農林水産業債、土木債、教育債、災害復旧債を減額します。 

 次に２ページ、歳出の主なものについて説明いたします。 

 民生費では、児童手当、介護保険特別会計繰出金等が減額となります。 

 農林水産業費では、事業量等の確定により減額となります。 



 教育費は、基金積立による増額です。 

 災害復旧費の減は、各種事業等の確定に伴うものです。 

 次に４ページの第２表、繰越明許費をごらんください。 

 これは、農林水産業費の各事業、社会資本総合整備交付金事業、及び災害復旧費等のうち、平

成２９年度内に事業の完了が見込めないものにつきまして、平成３０年度に繰り越す予定の事業

明細であります。 

 次に５ページの第３表、債務負担行為補正は、農業近代化資金利子補給事業の追加です。 

 次に６ページ第４表、地方債補正をごらんください。 

 それぞれの事業費に対応した地方債借入予定額を調整したものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１３号平成２９年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から、それぞれ５２０万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億

１３８万４,０００円とするものです。 

 まず、１ページの歳入につきましては、一般会計からの繰入金を増額し、簡易水道債を減額す

るものです。 

 次に２ページの歳出ですが、需用費、役務費、及び県営中山間地域総合整備事業の工期延伸に

伴い、今年度執行予定であった給水管接続に係る工事請負費をそれぞれ減額するものです。 

 ３ページの地方債補正は、工事請負費の減額により簡易水道債を減額するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１４号平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に、それぞれ４,７４９万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ８億２,２５８万９,０００円とするものです。 

 予算書１ページの歳入について御説明いたします。 

 国庫支出金は、国民健康保険病院事業会計への繰出金の減に伴う特別調整交付金の減額となっ

ております。 

 前期高齢者交付金は、社会保険診療報酬支払基金からの交付決定による増額であります。 

 繰入金は、保険基盤安定負担金、人件費、事務費等の調整を行い、一般会計繰入金を増額して

おります。 

 次に２ページの歳出について御説明いたします。 



 保険給付費は、一般被保険者の療養給付費についての増額となっております。 

 諸支出金は、直営診療施設勘定繰出金の減額であります。 

 予備費につきましては、調整額を増額計上しております。 

 以上で説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１５号平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号）について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、収益的収入及び支出の減額、並びに資本的収入の減額を行うものです。 

 １ページ、予算第３条に定めました収益的収入の病院事業収益の医業収益を１,２０３万１,

０００円減額し、医業収益の総額を４億８,１４８万３,０００円とし、医業外収益の町負担金を

７００万円増額、国保勘定繰入金を３８万３,０００円減額し、医業外収益の総額を１億１,４６

９万４,０００円とするものです。 

 支出は、２ページ、病院事業費用の医業費用のうち、給与費を３６２万４,０００円減額、材

料費を１００万円減額、経費を３４９万円減額し、医業費用の総額を５億８,３０３万８,０００

円とし、また、特別損失のうち、過年度損益修正損失を２７０万円増額し、特別損失の総額を３

２０万１,０００円とするものです。 

 ３ページ、予算第４条に定めました資本的収入は７３８万６,０００円減額し、総額を３００

万円とするもので、内訳は町出資金を７００万円減額し、繰入金のうち国庫事業勘定繰入金を３

８万６,０００円減額するものです。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１６号平成２９年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算第４号について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

 このたびの補正は、保険給付費の減額が主なものです。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ１,６０７万３,０００円減額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ５億５７１万７,０００円とするものです。 

 １ページの歳入から御説明いたします。 

 保険料は、介護保険料の見込み額に応じ増額しております。 

 国庫支出金は、介護給付費負担金の増額が主なものです。 

 支払い基金交付金については、介護給付費にかかわる交付金の減額であります。 

 県支出金についても、介護給付費にかかわる交付金の減額が主なものであります。 

 繰入金は、介護給付費及び地域支援事業費についての一般会計繰入金の減額が主なものです。 

 次に、２ページの歳出について、御説明いたします。 

 総務費は、事務費の増額です。 



 保険給付費につきましては、給付費が抑えられたことによる減額です。 

 地域支援事業費については、不用額についての減額が主なものです。 

 諸支出金については、介護保険料の余剰金として見込まれる額について基金積立金への計上が

主なものです。 

 予備費につきましては、調整額を計上しております。 

 次に、介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額からそれぞれ６万７,０００円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

９３万１,０００円とするものです。 

 １３ページの歳入から御説明いたします。 

 サービス収入は、介護予防サービス計画費について増額しております。 

 繰入金は、保険事業勘定からの繰入金を減額しております。 

 次に、１４ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費については、事務費を計上しております。 

 サービス事業費について、委託費の不用額を減額しております。 

 予備費についても、減額しております。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの５件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第１７号 

日程第２４．議案第１８号 

日程第２５．議案第１９号 

日程第２６．議案第２９号 

日程第２７．議案第２１号 

日程第２８．議案第２２号 

日程第２９．議案第２３号 

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。日程第２３、議案第１７号平成３０年度五ヶ瀬町

一般会計予算についてから日程第２９、議案第２３号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計予算

についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、日程第２３、議案第１７号から日程

第２９、議案第２３号までの７件は、これを一括議題とすることに決定しました。本６件につい

て町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第１７号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計予算について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 国の平成３０年度の地方財政対策においては、地方が子ども・子育て支援や地方創生、公共施

設等の適正管理等に取り組みつつ、交付団体を初め地方が安定的な財政運営を行うために必要と

なる一般財源総額について、平成２９年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準

を確保することを基本として地方財政対策を講じることとされました。 

 このような状況のもとで、本町でも昨年末より、平成３０年度の予算編成作業を進めて参りま

した。その結果、歳入歳出の予算総額をそれぞれ３５億９,３００万円、前年比０.３１％の減と

なりました。 

 まず、歳入については、町税は町民税、固定資産税、軽自動車税の増等により８.２２％増の

２億９,４１４万６,０００円を計上し、地方交付税は昨年同額の１８億円を計上しました。 

 国庫支出金は、土木費国庫補助金等の減により９.１８％減、２億７,２３３万９,０００円を

計上し、県支出金については農林水産業費県補助金の増により１４.６４％増の５億２２６万６,

０００円を計上しました。 

 繰入金は、財政調整基金を昨年度より４,０００万円増額し、２億円計上し、前年度比１８.

８１％増となりました。 

 町債は、総務債を減額し、２億１,１００万円として昨年度比３７.４４％の減となりました。 

 次に、歳出性質別予算について、人件費は１.５９％増の８億８８８万円となり、物件費は２.

８８％増、５億７,８８０万円を計上しまいた。 

 扶助費は３.４３％増、２億２,７５０万７,０００円、補助費等は１４.４７％増、４億２８０

万６,０００円、単独事業は、４２.７８％減、１億７,３９８万７,０００円を計上しました。 

 災害復旧費は、過年度災害対応があり７,８１０万６,０００円を計上しました。 

 操出金は特別会計等への操出が主で６.１６％減、１億９,０１２万円を計上しました。 

 公債費は１１.７２％増、３億８,９４２万７,０００円を計上しました。 

 次に、歳出目的別に款ごとに説明いたします。４ページから順次、説明いたします。 

 総務費では、防災無線デジタル化基本計画策定及び新庁舎基本計画策定に係る費用、免許返納

者対策のための費用を新たに計上しました。さらに、本年度は新得町との姉妹町盟約３０年目に

当たり、必要な予算化をしております。地方創生事業も引き続き取り組んでまいります。予算額

は７,４０６万５,０００円、１１.６５％の減額です。 



 民生費は、各種福祉・給付事業等所定の予算措置をとったところでございます。９２５万６,

０００円、１.２６％減額となりました。 

 衛生費では、引き続き町民の健康維持増進の取り組みを強化するため予算化をし、予算額は２

２１万１,０００円、０.８２％の増額です。 

 農林水産業費は、各生産組合等の支援のための事業、有害鳥獣被害対策関係事業等を予算化し

ました 基盤整備事業も引き続き取り組んでまいります。 

 また、健全な森林育成のための事業、林道整備管理事業を行います。予算額は林業振興費の事

業増に伴い６,１６４万４,０００円、１０.６２％の増額です。 

 商工費は、商工業者への支援として融資制度への補助、観光協会育成等の補助事業を行います。

森林公園事業費の増で予算額は１,５８８万９,０００円、１２.１３％の増額です。 

 土木費は、道路新設改良単独事業及び社会資本整備総合交付金事業による町道・橋梁新設改良

事業を進めてまいります。道路維持改良費等の減で２,５１３万８,０００円、８.２３％の増額

です。 

 消防費は、１,９２９万６,０００円、１４.９８％の減額です。 

 教育費では、前年度に引き続き、町負担教職員を配置し、小学校の複式学級解消に努めます。

各学校の改修費につきましても、必要な事業費を計上いたしました。小中学校のパソコンの入れ

かえも予算化しています。 

 町史編さん事業にも本格的に取り組みます。予算額は１,１０２万６,０００円、３.５２％の

減額です。 

 災害復旧費は初期対応分を計上いたしました。 

 公債費は４,０８６万４,０００円、１１.７２％の増額です。 

 諸支出金は、五ヶ瀬応援基金積立分を当初より計上し、前年度から増額となりました。 

 予備費は昨年同額の５００万円を計上しました。 

 以上、主な概要につきまして御説明を申し上げましたが、本町は今後一層、効率的な行財政経

営に努め、将来にわたって財政運営の健全性が確保できる行財政改革を着実に実施して行かなけ

ればなりません。 

 また、第５次総合計画の重点戦略の実現に向け、事業の選択と集中、優先順位の格づけ、限ら

れた財源の重点的・効率的な配分を図る施策が求められています。 

 このようなときだからこそ、国・県の動向をしっかりと見極めなければ、複雑かつ多様な地域・

町民の要請に応え、適切に機能を果たすことは不可能であり、見極めることが地域の今後を決定

づけ、地域力に違いが生まれることと思われます。国策への追随ではなくみずからの施策により、

今後もしっかりとしたまちづくりに努めて参ります。 

 議員各位におかれましては、これまで以上に御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げま



す。 

 予算の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長が御説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１８号平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計予算について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９,２６９万６,０００円とするものです。 

 まず、１ページの歳入につきましては給水工事負担金、町営簡易水道の水道使用料、組合営簡

易水道の水質検査手数料、一般会計繰入金及び町債を計上しております。前年度に比べ１,０６

７万７,０００円の減額となっておりますが、これは委託料の減額に伴い、町債の借り入れを減

額したためです。 

 次に、２ページの最初につきましては、簡易水道費として町営簡易水道の維持管理に必要な電

気料・修繕料・水質検査手数料・施設管理委託料等計上しております。簡易水道費は前年度に比

べ１,１３９万４,０００円の減額となっておりますが、これは委託料を減額したためです。 

 また、公債費として償還金及び利子を計上しております。詳細につきましては委員会において

担当課長が御説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第１９号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計予算について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核として重要な役割を担い、地域医療の確保と住民の健

康管理、保持増進に努めております。 

 現在、国民健康保険制度は市町村が保険者となり事業運営を行っておりますが、平成３０年度

から国保制度改革による広域化に伴い、都道府県が財政運営の責任主体となります。市町村ごと

の医療費水準や所得水準を考慮して算出された納付金を県に納め、保険給付等に必要な費用が県

から交付されます。市町村では資格管理、保険給付、保険税率の決定、賦課・徴収、保険事業等

を引き続き担っていきます。 

 今後も、被保険者の方々が安心し、良質で、かつ効果的な医療を享受できるために、安定した

事業運営を目指したいと思っております。 

 平成３０年度当初予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億９,９９４万８,０００円とし、

対前年度２１.０４％の減です。 

 １ページの第１表歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。 

 国民健康保険税は、国民健康保険事業費納付金や医療費給付費等の財源として確保するもので、

医療費の伸びに大きく左右される金額です。 

 県支出金におきましては、制度改正により国庫支出金、療養給付費交付金、前期高齢者交付金



が廃止され、保険給付費等の必要額を県から交付されることに伴い、大幅な増額となっておりま

す。 

 繰入金は人件費、事務費及び交付税措置されております財政安定化支援事業、町の負担を伴う

保険基盤安定負担金並びに出産育児一時金について、一般会計からの繰り入れとなっております。 

 また、基金繰入金につきましては財政調整上のため１,０００万円の基金の取り壊しを計上し

ております。 

 繰越金につきましては、２９年度決算を見込んでの額を計上しております。 

 ２ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、平成２９年度に実施しました平成３０年度から都道府県化に向けたシステム改修が

終了したことに伴い、通年の支出を見込んでの減額となっております。 

 歳出総額の約７０％を占め、事業の要となっております保険給付費は、近年の医療費の推移を

考慮し、一般被保険者高額療養費を増額しております。 

 先にも述べましたが、平成３０年度から国保制度改革による広域化に伴い、都道府県が国保財

政運営の責任主体となり、市町村ごとに算出された納付金を県に納めることになるため、国民健

康保険事業費納付金を新設しております。 

 このことに伴いまして、平成２９年度まで支出しておりました後期高齢者支援金、前期高齢者

納付金、老人保健拠出金、介護納付金及び共同事業拠出金は廃止となっております。 

 被保険者の健康保持、疾病予防を積極的に取り組むべき保健事業は、特定健康診査の受診率向

上への取り組み強化を見込んでの増額計上となっております。 

 諸支出金は、国民健康保険病院事業会計への繰出金が主であり、施設整備事業の増額となって

おります。 

 予備費につきましては、流動的な療養給付費に対応するためのものであり、保険給付費の約

３％以上を目安として計上しております。 

 詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第２０号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計予算について、提案理由の御説

明を申し上げます。 

 平成３０年度の診療報酬と介護報酬の改定は、医療・介護ともに最もニーズが高まると予想さ

れる２０２５年の医療体制に向け、道筋を示す同時改定となるため、医療・介護両制度にとって

重要な位置を占めており、今回の改定においても地域包括ケアシステムの構築と医療機能の分

化・強化、連携の推進が重点課題となりました。改定率は、診療報酬の全体改定率は１.１９％

のマイナス改定で、介護報酬の改定率は０.５４％のプラスとなっております。 

 また、県が策定した地域医療構想では、病院が地域における担うべき役割や持つべき病床機能、



再編・ネットワーク化の取り組み等について、それぞれの医療施設が今後の方針を明確化し、協

議・調整することが求められております。 

 このような中、当院も町立病院として、今後、より一層進む人口減少、超少子高齢化社会に向

け、町民が求める医療・五ヶ瀬町に必要な医療、ニーズにあわせた外来医療や入院医療などなど

の医療提供体制の構築を図っていくことが必要であると考えます。 

 また、近隣市町村や医療圏域における将来の医療のあり方についても、より具体的な協議の中

で可能性の有無を探りたいと考えております。 

 医師の確保につきましては、さらに厳しく深刻な状況でありますが、現在、町民の皆様に提供

している診療体制を継続するため、常勤医師並びに常勤医師を補完していただく非常勤医師の招

聘につきましても、宮崎大学、熊本大学並びに宮崎県、熊本県等の関係機関・施設に引き続きお

願いしてまいります。 

 また、宮崎・熊本両大学医学部から卒後、臨床研修医や医学生等の研修受け入れを積極的に行

い、地域の生活に直接触れていただくことにより、地域医療を担う医師の養成にも貢献していき

たいと考えております。 

 さらに、その他の医療従事者につきましても適正な確保に努め、チーム医療等の推進を図ると

ともに、院内研修等により職員の資質の向上を図り、ひいては医療機関として全体的な質の向上

に努めてまいります。 

 そして、地域住民から信頼され、愛される病院として、住民の命を守り、住民が安心して暮ら

していける病院運営に努めてまいる所存でございます。 

 それでは、予算案について御説明をいたします。 

 ２ページ、収益的収入及び支出につきましては、収益的収入が病院事業収益５億８,６８３万

４,０００円で、内訳は、医業収益５億１,８７５万７,０００円、医業外収益６,８０７万７,０

００円となっております。 

 支出は、病院事業費用が５億８,５８３万４,０００円で、内訳は、医業費用５億７,７１０万

４,０００円、医業外費用８２２万９,０００円、特別損失５０万１,０００円となっており、予

備費を１００万円とし、支出合計金額５億８,６８３万４,０００円といたします。 

 ３ページ、資本的収入及び支出につきましては、資本的収入が９８５万６,０００円、内訳は

繰入金となっております。 

 資本的支出は７,９９８万１,０００円、内訳は、企業債償還金が５,０４０万９,０００円、建

設改良費が２,９５７万１,０００円、公有財産購入費が１,０００円となっております。 

 収支の不足分７,０１２万５,０００円につきましては、当該年度の損益勘定留保資金で補填す

るものであります。 

 病院事業の予算案について御説明申し上げましたが、予算案の細部につきましては、委員会に



おきまして事務長が説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第２１号平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計予算について、提案理由の御説明を申し

上げます。 

 本年度は、３０年度から向こう３年間の給付費の見込み量の算定を初めとする、第７期介護保

険事業計画を策定いたしました。 

 当町の高齢者人口は、数年は微増する予測ですが、近い将来、減少に転じる予測であります。

それ以上に、今後の若年層人口の減少が著しいことから、高齢化率は確実に上昇し、介護保険サ

ービスだけではない住民同士の助け合いの互助の視点、そして自助の視点も含めた地域包括ケア

システムの構築を推進していく必要があります。 

 介護サービスについては、高齢者人口が減少していくことからハード事業の計画は組んでおら

ず、在宅サービス及び現状の施設利用による給付を見込んでいるところです。 

 今後の介護保険における事業展開としましては、自立支援・重度化防止に向けた取り組み、医

療・介護の連携の推進等、保険者機能の強化が求められております。また、財政的インセンティ

ブが制度化されたことから、データに基づく取り組みとＰＤＣＡサイクルによる評価、事業の見

直しを行いながら、事業展開を行っていく必要があります。これまで以上に、行政と介護サービ

ス事業者、そして地域が一体となる取り組みを進められるよう、住民の皆様に御理解いただける

丁寧な説明を行ってまいります。 

 保険事業勘定の平成３０年度当初予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億４１５万円とし、

対前年比は０.９１％の増額となっております。 

 １ページの第１表歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。 

 保険料は、６５歳以上の第１号被保険者の保険料で、３年間の事業運営を見込んで決めており

ます。 

 今回の介護保険条例改正に保険料改定を上程しており、基準保険料月額は４,９８０円となり

ますが、当初予算にはまだ反映されておりません。 

 国庫支出金は、保険給付費及び地域支援事業費のうち、国が負担する負担金と、高齢者数の割

合や所得の市町村格差を調整するための、国からの調整交付金が主なものです。 

 支払基金交付金は、医療保険者が徴収した２号被保険者の保険料を、支払基金が各保険者に配

分する交付金です。 

 県支出金は、保険給付費及び地域支援事業のうち、県が負担する負担金及び交付金です。 

 繰入金は、保険給付に係る町の負担金及び人件費、並びに事務費等を一般会計繰入金で計上し

ております。 

 また、諸収入は、地域支援事業利用者一部負担金を計上しております。 



 次に２ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、人件費と認定審査会費が主なものです。 

 歳出総額の８５％を占める保険給付費は、要介護認定者及び要支援認定者に係る在宅サービス

や施設サービス、高額療養費等の費用であります。前年度より０.０４％減額しての計上となっ

ております。 

 地域支援事業費は、地域包括支援センターの運営に係る費用、認知症対策等重点施策となる４

つの事業経費、制度改正により第６期から始まりました介護予防・日常生活支援総合事業の費用

等を計上しております。対前年比は１３.０１％の増額となっております。 

 諸支出金は、介護サービス事業勘定への繰出金が主なものです。 

 予備費につきましては、流動的な保険給付費への対応を見込み、前年度並みの額を計上してお

ります。 

 続きまして、介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

 介護サービス事業勘定の平成３０年度の当初予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４９万

５,０００円とし、対前年比は７５.８８％の増額となっております。 

 ２５ページの第１表歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。 

 サービス収入は、要支援認定を受けている被保険者について、介護予防プラン作成に対する介

護報酬です。 

 繰入金は、サービス収入で不足する分を保険事業勘定から繰り入れるものです。 

 次に、２６ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、地域包括支援センターの指定介護予防支援事業に係る事務費を計上しております。 

 サービス事業費は、介護予防プラン作成の一部を居宅介護支援事業所に委託する経費です。 

 予備費につきましては、サービス事業費の流動的な対応を見込み計上しております。 

 詳細につきましては、委員会におきまして担当課長が御説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第２２号平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計予算について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

 後期高齢者の医療を支える後期高齢者医療制度については、全国的な高齢化に伴い毎年、事業

費が増加の一途をたどっています。そのような中、平成３０年度も医療費適正化事業や徴収対策

を実施し、健全な事業運営を目指してまいります。 

 平成３０年度当初予算は、歳入歳出の総額をそれぞれ５,８０７万円とし、対前年比は１９.

７７％の減額となっております。 

 １ページの第１表歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。 

 後期高齢者医療保険料は、対前年度比で１５.４５％の減額となっております。 



 繰入金は、事務費及び保険基盤安定負担金として一般会計から繰り入れるものであり、対前年

度比で２７.２６％の減額となっております。これは、保険基盤安定負担金の減額が主なもので

す。 

 諸収入の保険料還付金は、被保険者に対して行った過年度還付金に対し、宮崎県後期高齢者医

療広域連合から還付されるものです。 

 受託事業収入は、後期高齢者医療被保険者に実施する健康診査事業受託収入です。 

 次に、２ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、事務費を計上しております。 

 後期高齢者医療広域連合納付金は、被保険者から徴収した保険料と保険基盤安定負担金を計上

しております。 

 保健事業費については、７５歳以上の方の健康診査の委託料等を計上しております。 

 諸支出金の保険料還付金は、被保険者に対する過年度還付金を計上しております。 

 詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から御説明いたします。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

 議案第２３号五ヶ瀬町奨学金特別会計予算について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 五ヶ瀬町奨学金特別会計につきましては、佐伯勝元氏からの寄附金を佐伯勝元教育基金として

積み立て、その基金の一部を奨学金として制度化し、合わせて特別会計を設置するものです。 

 平成３０年度の当初予算では、歳入歳出の総額を、歳入歳出それぞれ１,０００円とさせてい

ただきました。 

 まず、歳入について、繰入金１,０００円を計上しました。これは、佐伯勝元教育基金から一

度、一般会計に繰り入れ、一般会計から特別会計へ繰り入れを行うものです。 

 次に、歳出では、奨学金費として１,０００円を計上しました。 

 当初予算では１,０００円のみで計上しておりますが、４月からの申し込みを経て、６月補正

予算にて必要な額を計上することとしております。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま、提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの７件については、本日は提案理由の説明までにとどめ、各常任委員

会に送付して審査することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ、

各常任委員会で審査することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．議案第２４号



○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第３０、議案第２４号町道の認定及び廃止についてを議題と

します。 

 本件について町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第２４号町道の認定及び廃止について、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 町道の認定及び廃止につきましては、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定により、

議会の議決が必要であります。 

 今回提案いたします路線は、再認定が１路線、新規認定が２路線であります。 

 まず、（ミヤバル）高山線について生活道路としての利用状況を考慮したことにより路線延長

が変更になるため、一度廃止手続を行い、新たに再認定を行うものであります。 

 同じく生活道路としての利用状況を考慮し、国道２６５号線と町道道の上笠部線を結ぶ道の上

集落内の道路を道の上線として国道５０３号線に接続してる農道を大内谷線として、今回、新規

路線として認定を行うものであります。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの件につきまして、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会します。 

 次回は３月８日午前１０時から再開しますので、定刻までに御参集ください。御苦労様でした。 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午前11時18分散会 

────────────────────────────── 
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議会事務局長  奥村 和平



午前９時55分開議 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同礼。御着席ください。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１７号

日程第２．議案第１８号

日程第３．議案第１９号

日程第４．議案第２０号

日程第５．議案第２１号

日程第６．議案第２２号

日程第７．議案第２３号

○議長（小笠まゆみ君）  お諮りします。日程第１、議案第１７号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計

予算についてから、日程第７、議案第２３号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計予算について

までの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１７号から議案第２３号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件については、去る３月６日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑に

入ります。 

 質疑をされる場合は、議案名、ページ等を示して発言して下さい。質疑がありましたらどうぞ。

４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ４番、秋本でございます。 

 ページ、３２ページの無線管理費のことでお尋ねしたいと思います。 

 ここに防災無線のデジタル化基本設計委託料ということで、４００万ほど上げてありますが、

今年度が設計、それからあと、工事完成までにどのような期間を設けられるかお尋ねしたいと思

います。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  総務課長です。 

 今、防災無線デジタル化基本設計委託料の御質問です。 

 これまでも御説明は申し上げたかと思いますが、今現在の情報系のアナログ無線をデジタル化

をするというのが、国からの指示でございまして、それに当たりまして基本計画をし、その後基

本設計、実施設計ということで、整備をしていくことを考えてございまして、整備に当たりまし



ては、国の交付金事業を活用するということも想定してございまして、それが一応平成３２年ま

でとなってございまして、それを想定するに当たりまして今年度基本設計をやりたいと、その後

実施設計、それから整備ということを考えてございます。 

 交付金事業を利用しない場合におきましても、３４年１１月が免許の期間となっておりますの

で、遅くともそこまでということでございますが、いずれにしても、どのようなことで整備する

かという基本的な要綱につきまして固めたいという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ４番、秋本でございます。 

 この防災無線につきましては、非常に大事な機能を果たしている無線ということは、皆さん御

存じのとおりでありまして、第５次総合計画の中で、２０１１年から動いているわけであります

が、その中でこうした項目もずっと上がってきております。 

 一番住民の人たちがこの防災無線を頼りにしていらっしゃるということで、今までも何度か入

りが悪いというところについては、修理なりしてきたわけでありますけれども、特に、光ケーブ

ルの影響ではないかというふうに聞くこともありますが、ますます個人の住宅に対しての入りが

悪いということが聞いております。 

 何がありおるよりもわからん、というような住民の人の声が大変最近ふえてきているようでご

ざいますので、先ほど課長のほうの答弁のほうで、遅くとも３４年という話がございましたが、

これは本当１０年近くこのことについては、住民の皆様が大変困っていることでございますので、

１年でも早く早期完成を目指して取り組んでいただきたいというふうに思っておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。２番、佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  一般会計予算の５７ページ、環境衛生費の中の下のほうにありま

す負担金補助及び交付金ということで、その中にあります、西臼杵広域行政事務組合の衛生費に

ついての負担金ということで、７,８００万ほど上がっております。西臼杵３町での負担割合と

いいますか、まず、負担割合について教えてもらえばと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  福祉課長。 

○福祉課長（戸高 勝洋君）  福祉課長です。 

 佐藤成志議員の西臼杵広域行政事務組合負担金の割合でありますが、まず、保健衛生費のとこ

ろでありますが、ここが１６２万３,０００円であります。ごみ処理費でありますが、ここが３,

８９１万５,０００円であります。し尿処理に係る分でありますが、ここが１,８３２万６,００

０円でございます。それと、公債費ですが、火葬場の事業費につきまして８４６万であります。 



 以上であります。 

○議長（小笠まゆみ君）  ２番、佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  今の負担割合を聞いたんです。実はごみの処理等は負担割合につ

いて、前からちょっと疑問点があったんですけども、高千穂、五ヶ瀬、日之影でごみ処理の負担

をします。そのときに、五ヶ瀬、日之影については、割合は割かし落としてはあるんですけれど

も、高千穂の負担が少ないんではないかなという気がいたすんです。 

 高千穂が年間１６０万ほどの観光客が来て、そのごみについてもしっかり処理をされていると

思いますが、高千穂の負担割合をもう少しふやすべきではないかという気持ちがあったわけです。

この分については、少し加味がされているかどうか伺います。 

○議長（小笠まゆみ君）  福祉課長。 

○福祉課長（戸高 勝洋君）  福祉課長であります。 

 負担割合につきましては、ごみ処理量につきましても、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町の搬入

率を勘案して負担割合としております。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 広域行政事務組合衛生負担金については、以前から高千穂の観光客の負担割については、当組

合の議会の中で、議論されてきているところでございます。 

 また、２６日ですかね、議会がある予定になっています。その中でも当然議論、そういう部分

がありましたら、本町からの選出議員の皆様にしっかり議会の中で議論いただくといいかと思っ

ております。 

 我々も十分その分については理解をしておりますんで。 

○議長（小笠まゆみ君）  よろしいですか、ほかにありませんか。１番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  １番、甲斐政國でございます。 

 一般会計の予算書でございますけれども、４点ほどございますが、１点ずつ質問してまいりた

いと思います。 

 まず、６９ページ、林業振興費でございます。 

 この中で、森林・林業再生基盤づくり交付金事業補助金というのが、８,３１４万ほど上がっ

ておりますけれども、この内容について少しお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  農林課長です。甲斐政國議員の森林・林業再生基盤づくり交付金事

業の御質問にお答えいたします。 

 この事業に関しましては、従来、高性能機械の購入の補助金でありましたが、ことしに関して

は、県森連の五ヶ瀬物流センターにおける選別作業機械を導入の関係と土場整備、ショベルロー



ダー等の購入に関する補助事業となっております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  ということは、これは交付金トンネルということですか。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  これ国県事業でありまして、町の上乗せがございませんので、補助

金を受けたものをそのまま支出するような形となっております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  また林業についてのことなんですけれども、ことしから、平成３

０年度からですけれども、国の森林環境税の関係で何か事業があるというふうに伺っております

が、予算の中でどこに反映されているのか、また全然今のところないのか、そこら辺をお伺いし

たいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  農林課長です。森林環境税の御質問にお答えいたします。 

 森林環境税につきましては、平成３１年度からの事業実施となっておりまして、平成３０年度

に市町村が事業実施主体となりまして、計画を立てて、３１年度に実施するという形となってお

りますので、平成３１年度の予算から森林環境税の関係の予算が反映されてくる予定です。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  はい、わかりました。今年度が一応事業計画ということでしょう

から、またそこのところは詳しくお聞かせしていただきたいと思います。 

 次に、７０ページの造林費の委託料でございますけれども、ここで町有林の管理業務委託料５

０万８,０００円、それから姉妹町記念交換林植樹業務委託料で８８万７,０００円というのが上

がっておりますが、これについてお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  総務課長です。 

 一般会計７０ページの町有林管理業務委託ですが、これは今年度から森林組合のほうに委託し

ておるものです。今年度につきましては、全体トータルして今後の管理等々の計画を委託して、

お願いいたしましたが、それに基づく今後の管理委託業務の分について計上したものであります。 

 それから、もう一点の姉妹町記念交換林植樹業務委託ですが、これにつきましては、今年度姉

妹町の新得町との姉妹町盟約から３０周年に当たります。その記念行事として、お互いに町有林

を交換しておりますが、それを伐採してという事業を計画してございます。その後に、植樹をす



るということで、その事業費を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  森林組合との委託業務ということでありまして、組合から長期、

あるいは中期にわたっての計画が上がってきているのかなというふうに思いますけど、その内容

は見ておりませんからわかりませんが、その中で、伐採業務とかいうのが出てくるのかどうかと

いうことです。 

 それと、先ほど姉妹新得町の山ということですけど、伐採、総伐をして後植えかえるというこ

となんでしょうか、そこら辺お伺いしたいです。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  そのように理解をしております。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  皆伐をするということですから、当然収入も出てくるとは思うん

ですけれども、それは交換している山ですから、新得町のものということでしょうけど、後その

植栽をされるというのは、どういった形でされるわけですか、例えば複層林みたいにしてやるの

か、あと広葉樹を植えるのかというのは、そういう計画は上がっているんでしょうか。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  今のところそこまで具体的には、考えてございません。これ今後の

検討になろうかと思ってございます。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  わかりました。また、詳細がわかりましたら、ぜひ教えていただ

きたいと思います。 

 次に、７３ページの観光費になりますけれども、ここで工事請負費ということで６８１万、こ

れ上がっているんですけれども、このこととこれ一緒になります、森林公園事業費のところで、

需用費の修繕料５４７万５,０００円、それから工事請負費の１,８０９万６,０００円というの

が上がっておりますけれども、このことについてお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  企画課長。 

○企画課長（岡田 昭治君）  企画課長です。甲斐政國議員の観光費の工事請負費６８１万円の内

容、まずはそこからお答えさせていただきたいと思います。 

 観光費の中の工事請負費につきましては、町内の観光施設の部分の工事関係というふうなこと

になりまして、ワイナリーのまず部分がございます。 

 ワイナリーが、設備の中に攪拌機というものがあるんですけれども、その機械の整備をする整

備工事ということでの３１３万２,０００円。 



 それから、作業をします醸造するための作業しますが、そちらの室内の塗装がございます。そ

ちらが搾汁室とたる貯蔵庫２０４万１,０００円と８８万８,０００円、それから、あと特産セン

ターのほうで小額ではありますけれども、屋根の補修工事等をやりたいということで、それが３

８万９,０００円というふうな内容になっております。 

 それから２点目、森林公園事業費のほうが、修繕料というようなことで、５４７万５,０００

円上げておりますが、これは当然スキー場の話になりまして、１つ目が造雪機、それから降雪機、

それからスノーモービルというふうになっておりますが、金額はそれぞれ、造雪機が２３３万６,

０００円、降雪機が２９９万２,０００円、スノーモービル分が１４万７,０００円というふうな

ことになっております。 

 いずれにしても、こういったものが老朽化をしてきておりますので、シーズン始まる前には、

当然修理なりをして万全を期すというような話になるというふうに思っています。 

 それから工事請負費の部分ですが、まずは申しわけありません。先にお話すべきですが、多分

議員は、その森林公園事業費につきましては、昨年比２,０００万ほどの開きがあるので、そう

いったことも念頭に置かれての御質問じゃないかなというふうに思いますが、昨年は、御案内の

とおり、大変スキー場の状況も厳しいものがありましたので、その中で昨年６月に大変大きな予

算をいただきました。そういったこともありまして、スキー場現場とは、かなり厳しく協議をし

た上で、昨年のような９００万台の予算になっているということですが、今期につきましては、

来期に向け、前年度かなり厳しい中で施設の関係も整備してきましたんで、どうしても今期は、

来年度に向けては、事業をやっていきたいということもあってのこういう予算ということで、ま

ずは理解いただきたいと、その上で、３点目になりますけれども、工事請負費につきましては、

第１リフトの鋼索の交換をしたいということで、そちらが大多数を占めますが、１,３８２万４,

０００円ほど。 

 それから、これは実は２９年度で予定をしておりましたが、パーキングセンターの屋根の塗装、

この部分が予想以上に事業費がかかるようなこともありまして、申しわけありません、２９年度

見送らせていただいて、再度来年度、３０年度でやりたいということで２７８万３,０００円。 

 そして、スキー場の昨年９月の起債をしました管理道路の部分の補修工事をしたいということ

で１２８万９,０００円。 

 以上が、議員お尋ねの３件のお答えになります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  いずれも第３セクターに関しての予算ということのようですけれ

ども、必要最小限の予算措置だろうというふうに思っておりますので、そのように受けとめさせ

ていただきますけれども、新聞の中で林間コースの設置が云々というのが上がっておりましたけ

れども、あれについての、当然国有地ですから、国の許可がなければできないということの前提



のもとに、そういった予算は上がっていないということなんでしょうけど、そういうことなんで

しょうか。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 甲斐政國議員からの林間コースに当たる検討ということで、数年前から現場のほうで、今期も

ですけど、ことしは初心者コースにムービングベルトを導入して、非常に評判がよかったという

のを現場からお聞きしています。 

 今回３万１,８８８人という入場者でしたが、現場のほうでは、やはりゲレンデがやっぱり大

事だということで考えております。 

 そういった中で、当然国有地の中の一部をまた使うという現場の計画を立てられていますので、

その辺の妥当性とか、可能性について、平成３０年度については、現場とともに検討していこう

かという話をしているところでございます。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  わかりました。いずれ、今後いろんな形で相談があろうかという

ふうに思いますから、ぜひお願いしたいと思いますが、それで、私のほうから、お願いというこ

と、本来からいえば、議会から議長が直接町長にお願いするというのが筋かというふうに思いま

すけれども、ここでそういう提案を、私のほうが議長にしているということを、お願いしたいと

思うんですが、例えば、予算書でありますとか、決算書、それから補正予算も含めて、そういっ

たもんに、請負工事費とか委託料とか、負担金とか、補助金とかいうのが上がってきて、一括で

ぽんと上がってきています、これを見るとですね。 

 それぞれこういった場で伺えばいいんでしょうけれども、聞いたこと、例えば速記していって

いうやり方がなかなかできないというのがあります。そして当然、委員会がありますから、委員

会の中で、いろんなそれぞれの資料をもらって書いてはくるんですけれども、議員各位全ての人

が等しく理解されるだろうか、非常にわかりにくいというのがあります。 

 以前、私は昨年８月ですけれども、京都の精華町のほうに研修に行ってまいりました。そのと

きに、あそこの議案集というのは、議案書とは別に附属明細書というのがついて、それぞれのこ

こに出てくる項目の、いうなら多岐にわたる部分ですね、いろんな事業わたる分を全て書いてあ

ります。ですから、それを見れば、例えば建設課なり、農林課なりでどういう仕事をしおうか、

企画あたりがどういう仕事をしていこうかというのが、全てわかるわけであります。 

 逆に、そういうことを知ることによって、もう少し突っ込んだいろんな質問もできるというこ

とで、大変有意義な方法ですよということで聞いております。 

 それがあったもんですから、ずっと思っていたんですけど、この議案集を見ただけでは、我々

として判断できづらいところがあります。担当課に行って聞けばいいというふうに言われました



けれども、それは行ってきいてもいいんですが、８人が８人みんな行って聞いたら、それだけ課

長も大変でしょうから、できれば、様式をそろえてそういった附属明細書というのをつけていた

だくようなことができないのか、それは町長にお願いしたい。 

 いずれ、また議長のほうから正式にあると思います。そういう話をしておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。２番、佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  一般会計予算の９３ページ、給付金の中で工事請負費があります。

これについてお伺いいたします。 

 それと、もう一つあります。病院の事業会計の２７ページに、病院の警備委託料、病院の清掃

業務委託料、この２点があります。随意契約なのか、その点について伺います。 

 以上２点です。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育次長。 

○教育次長（武内 秀元君）  教育次長です。佐藤成志議員の御質問にお答えいたします。 

 一般会計予算集９３ページの施設管理費の工事請負費１４６万５,０００円の件だと思います

が、これは今年度、木地師の資料を購入いたしまして、それを展示するために常設の棚を資料館

に設置するというので、これが３０万２,７４６円の予算であります。 

 それからもう一つは、荒踊の館のトイレの改修工事でありまして、高齢者等が利用しやすくな

るように、和式のトイレを一部洋式化をするということで、１１６万１,２８０円ということで

計上をしております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  病院事務長。 

○病院事務長（広本 憲史君）  病院事務長です。佐藤議員の御質問に答えさせていただきます。 

 病院の清掃並びに警備等におきましては、随意契約ということで行っているところであります。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ２番、佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  教育委員会のほうについてはわかりました。 

 病院のほうについてもう一度お尋ねします。 

 病院の警備委託料ということで、４４５万２,０００円あります。西臼杵の消防があることに

よりまして、うちの病院での緊急の搬送というのがなくなりました。このことによって、警備委

託料についても若干の変化があったかどうかということでお伺いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  病院事務長。 

○病院事務長（広本 憲史君）  病院事務長です。 



 以前、救急業務につきましては、予算的には総務課計上だったと思われますけれども、警備委

託ということで、若干警備等のということで、当時、再度見積もりをとってということで、契約

となっているということになりますけれども、従前の救急対応のときの予算とは、また違った形

の契約になっているというか、内容の見直しが行われての契約になっていると理解しております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  よろしいですか。ほかにありませんか。３番、綾健一議員。 

○議員（３番 綾  健一君）  ３番、綾健一議員でございます。 

 一般会計予算の４９ページですが、社会福祉協議会運営補助金というのがございますが、これ

３,０００万ちょっとぐらいあります。 

 この使用方法についてお伺いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  福祉課長。 

○福祉課長（戸高 勝洋君）  福祉課長です。 

 綾議員の御質問ですが、社会福祉協議会運営補助金につきましては、社会福祉事業の振興を図

るために、社会福祉協議会のほうに対して補助金を繰り出すというものでございます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ３番、綾健一議員。 

○議員（３番 綾  健一君）  部門的にこれも一括で書いてあるわけですが、どこに幾ら、どこ

に幾らというふうに大まかでよろしいですが、そういった説明はどうでしょうか。できないでし

ょうか。そこんところお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  福祉課長。 

○福祉課長（戸高 勝洋君）  福祉課長でございます。 

 補助金の内容ですが、まず社会福祉協議会の法人運営費のほうに２,９０５万４,０００円であ

ります。それと地域福祉事業のほうのボランティアセンターのほうに９４万８,０００円、配食

サービスのほうに３１７万３,０００円です。 

 あとは、共生型福祉ぬくもりですが、そこのほうに１,１２０万６,０００円と生活支援ハウス

のほうに１,２８５万３,０００円を補助金として出しております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。７番、甲斐松男議員。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ７番、甲斐松男です。 

 一般会計予算書の６９ページ、しいたけ生産対策支援事業補助金の内容について、御説明をよ

ろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  甲斐松男議員の質問にお答えいたします。 



 しいたけ等特用林産物生産基盤強化事業でよろしいですかね。（発言する者あり） 

 これにつきましては、種駒の購入に対しての助成となっております。品質及び生産量の増加を

推進するための補助金となっております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ７番、甲斐松男議員。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ことしの予算で、昨年まで２万個以上に補助があったということ

だったのが、ことしから５万個以上の生産、種駒を打つ人にだけの補助に変わってきたっていう

話をお聞きしておりますけれども、これが２万個から５万個に変わるということは、非常にハー

ドル高くて、振興会員の今まで２万個で補助金を受けとった人たちが、メリットがすごく少ない

ので振興会員を離れていく心配っていうのを非常に持っているわけですが、ここの部分の種駒の

５万個から２万個に減らして補助金を見直すという考えは、町のほうにないのかお聞きしたいと

思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  昨年６月に、この事業は補正で通していただいた事業なんですけど、

町全体の補助金の考え方でいくと、小額助成という部分をどうするかという議論もありまして、

２万個から５万個にさせていただいた経緯があります。 

 ただ、議員のおっしゃっている、そういう生産者の意欲減退につながるのであれば、一応検討

は必要だとは考えております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ７番、甲斐松男議員。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ぜひ検討方よろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 ただいま、甲斐松男議員から種駒、シイタケの補助金について、補助事業については、例年、

事務事業評価含めてそれぞれの項目ごとに、評価制度で一つ一つ精査させていただいています。 

 この制度が、松男議員から当時あったと記憶しておりますが、東日本大震災で風評被害で、放

射能ということで、非常にシイタケの価格、シイタケの格が下がってきたというところからも、

この制度のスタートだったかなと思っているところでございます。 

 そういった中で、それ以降の価格の変動を含めて、十分原課のほうで検討していただき、他の

事業との補助金の制度も、農林水産業の振興は当然ですけど、そういった中で、どういう形が、

町として妥当なのかというのを検討しながら、そういった制度を若干見直してきたという経緯が

ありますので、その辺は御理解いただきたいと思っています。 

○議長（小笠まゆみ君）  ７番、甲斐松男議員。 



○議員（７番 甲斐 松男君）  今、町長のほうから回答いただきましたけれども、昨年までは国

そして県のほうから、かなり原木そして種駒も助成があったわけです。そして、町単のほうから

も１円という補助がありました。それは、ことしから国のほう、県のほうが補助金、種駒に対す

る補助金が切られますので、もう町単だけになるわけです。 

 だから、とにかく２万個、生産者の種駒の植菌量の多い人は、それなりに経営基盤はできとる

と思うちゃけど、２万個から５万個というのが、非常に生産意欲が欠けてくるんじゃないかとい

う心配を、強く私自身持っております。 

 だから、ここの部分だけではせっかく、復活折衝とは言いませんけれども、この部分をもう一

回検討していただければと思っておりますが、よろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  よろしいですか。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  はい。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。６番、白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  ６番、白瀧徹哉です。 

 一般会計の予算書の３７ページ、３８ページになります。 

 まず、今回、世界農業遺産活用の事業報償金ですかね、が８０万と、次のページになりますけ

ど、３８ページ、世界農業遺産活用の事業委託料ということで、２６２万４,０００円が計上さ

れております。 

 また、その下のほうの負担金及び交付金というところで、高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会

負担金１５０万ということで計上されておりますが、これの事業の具体的な内容と町としても、

具体的に世界農業遺産を活用した産地化といいますか、農業振興に寄与するような事業も出てく

るのかということも含めて、お伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  企画課長。 

○企画課長（岡田 昭治君）  企画課長です。白瀧議員の地域振興費における世界農業遺産関係の

予算についての御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、先に補足的なお話をさせていただきますが、この地域振興費の予算の中には、申しわけ

ありませんが、地方創生、それから地域おこし協力隊、それから世界農業遺産関係の予算という

のが、全部この中に圧縮されておりますので、細かな話は、ですから、この後の予算審査の中で、

委員会の中で細かく説明をさせていただきたいと思いますが、アウトラインだけ、今、議員がお

尋ねの件のお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、３７ページ報償費の世界農業遺産活用事業の報償金８０万円のお話だというふうに思い

ます。こちらにつきまして、内容はいわゆる桑野内地区で今進められておりますが、農泊ですね、

この農泊推進をしていきたいということで、今現在、これまでも、今年度も含めて事業をやって

おりますが、来年度においては、ここにアドバイザーなりを入れて、そしてさらに町内全域に農



泊の推進を進めていきたいというようなことでの事業でございます。それが８０万円。 

 それから、次のページ、３８ページになりますけれども、委託料の世界農業遺産の活用事業の

委託料２６２万４,０００円の話でよろしかったかと思いますが、こちらにつきましては、まず

は入り口の話として、これは企画とそれから農林課との共同での、共同というのが一緒に入って

いるというふうに御理解ください。 

 農林課の部分も、もう私のほうで話をさせていただきますけれども、ブドウの栽培資料、それ

から宮大農学部との連携、それから農産物直売所販売体制のための支援、それから都市部への販

売ＰＲ、それからワイナリーのＰＲ動画を作成をして、ワイナリーの営業に寄与をしていきたい

というような思いがあって、予算を組んでおります。 

 それから、次が、同じく高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会の負担金１５０万の話かというふ

うに思います。 

 こちらにつきましては、まさに世界農業遺産関係の当然これは事業を運営していくために事務

局等があります。事務局には県と高千穂町長が事務局として担っていただいておりますが、その

ための負担金、これがですから５町村、県がそれぞれ負担金を出して運営を行うということでの

１５０万円というようなことになっております。 

 以上が、御質問のお答えになるかというふうに思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  ６番、白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  高千穂郷・椎葉山地域の１５０万ですけど、事務局が高千穂と宮

崎県がもっておられて、町の負担金が１５０万ということでありますけれども、大体年間にどう

いった事業を計画の予定なのか、どういった取り組みをされるのか、また、せっかくこの五ヶ瀬

町もその中に、椎葉山のこれに指定を受けたということで、町の農業振興とか、町の観光に直接

つながるような、町民にわかりづらいといいますか、出てくるような事業を、私は町としてしっ

かりやるべきだというふうに思うわけであります。単独町の事業としてですね。そこも含めてお

願いをしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  企画課長。 

○企画課長（岡田 昭治君）  企画課長です。 

 今、白瀧議員の言われる再質問みたいな形になるかと思いますが、お答えをさせていただこう

と思うんですけれども、正直今の御質問に対しては、なかなか難しいところがありまして、１５

０万を負担金を出して、それで世界農業遺産の事業を、事務局を中心にしてどういうふうに運営

していっているのか、そしてどういう内容のことを取り組んでいるのかというお話なんですけれ

ども、正直申し上げまして、なかなか県なり高千穂町で事務局になってもらっていますので、い

ろんな形で事業に取り組んでもらっています。 

 例えば、今観光話の中にあったと思うんですけど、観光については、この事務局サイドが中心



になって、モニターツアー的なことをやったりしています。ですから、私ども五ヶ瀬町の所管を

しているのは企画課なんです。そちらも知らないうちにそういう事業が入ってきたしという話も

あって、チラシが入ってきて、この事業は、担当者にこれはどうなっているんだと確認したら、

いや知りません。 

 いわゆる事務局なり、そちらのサイドで進められていて、私どももちょっと情報が少し不足し

ていますというような話とかもあっています。 

 ですから、こういったところは、議員がおっしゃっているように、ミスマッチの部分もあるん

です。なかなか私どもとしても、事務局サイドなり県なりにいろんな形で情報提供をしていただ

くような話もしていますし、一緒になって事業を取り組むということもやっています。 

 正直なところ、一番大事なのは、議員がおっしゃられたいのは、町として単独でどういったこ

とを取り組むのかというようなことが、一番の今の中の、御質問の中でお尋ねになりたいのはそ

の部分だと思いますが、これは申しわけありませんけれども、町が今中心になって動いているん

ではないんですけれども、例えば一つ、これはうちの企画町政のグループ長がその中に入ってい

ますけれども、桑野内地区の夕日の里の地域のグループの方の中で、地域の芋を使って、サツマ

イモを使って、そして、地域ブランドの焼酎をつくろうというなことで、今、日之影の酒造会社

にお願いをして、そういう地域ブランドの焼酎をつくって、ちょっと売り出そうというようなこ

とを今計画されたりしております。そういったことが、具体的な一つの例として、今議員がお尋

ねになっている町としてどんなことを世界農業遺産でやろうかというのは、そういったことを、

いわゆる町が直接あるいは間接にかかわりながら、やっていくしかないというふうには思ってい

ます。 

 ですから、今、こうすれば、世界農業遺産、うちの町にとっては、これをやればいいとかいう

ようなことは、正直私も申しわけありませんが、今、これがありますというな形での説明はちょ

っとできないんですけども、今お話ししたようなことが、例えばというようなことで、やってい

けるわというふうに思います。 

 それから、もう一つ、ページはちょっとどこかわかりませんが、お隣の秋本議員がお座りにな

っておりますが、秋本議員がいろいろ骨折りいただきまして、神楽の祭典を来年度の事業の中に

入れているんです。これなんかもまさに、世界農業遺産の一つの観光、歴史、文化そういったも

のを観光の一材料とするような取り組みだというふうに思います。 

 まさに、こういったことが、いわゆる世界農業遺産につながっていくのでは、ないかというふ

うに思います。 

 申しわけありません。回答になっているかどうかわかりませんが、そういうことでお願いをし

たいというふう思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 



○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧議員からの世界農業遺産の取り組みについては、我々も

内部として、また５カ町村も取り組みについて、非常にまだ、悩ましいとこも持ちつつ、動いて

いるのが実態でございます。特に、五ヶ瀬町については、じゃあ、町民がどれだけ理解されてい

るのかというのもあるし、じゃあその世界農業遺産を使って、どういうことに取り組もうかとい

う、我々行政としても何かプロジェクトチームつくって、企画だけで任せて、いろんなことをや

るというのは、非常に難しい部分もあって、再度、この世界農業遺産の活用については、ちょっ

と取り組みの体制を、見直しをして、もう少し、町民の皆様にも周知をしつつ、これと、これと、

これと整理をしていかないと非常に何かわかりづらい部分もありますし、３０年度からちょっと

そういうところにも取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  よろしいですか。ほかにありませんか。４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ４番、秋本良一でございます。 

 一般会計の４１ページなんですが、総務費の中の負担金補助金及び交付金の中で、高千穂地区

たばこ販売協同組合販売促進負担金として５万１,０００円ほど上げてあります、このことにつ

きまして、いつごろからといいますか、どのくらいさかのぼってからずっとこの金額できている

のか、また、今のこの時代には必要なのかなという気がいたしますので、そのことについてが１

点と、同じく一般会計の６８ページの林業振興費の中での負担金補助金及び交付金であります、

有害鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の内訳なんですけれども、これについて、最近鳥の被害

がひどいということは、もう何遍もお話をさせていただいていると思いますが、この鳥について

の予算化がなされているのか、それから、直接これは、事業名が違うかもしれませんが、ジビエ

の普及拡大についてのお考えはないのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町民課長。 

○町民課長（垣内 広好君）  町民課長です。ただいまの秋本議員からの御質問で高千穂地区たば

こ販売協同組合販売促進負担金についてですが、いつからあったのかというのは、ちょっと手元

に資料がないので、今わからないんですが、これにつきましては、たばこ税として、五ヶ瀬町に

今ずっと喫煙者の減少で減ってきていますけども、一千二、三百万程度今入ってきている状況で、

昔はまだ多かったんだろうと思います。そういうのもあって、たばこの販売促進ということで、

高千穂地区の販売組合に補助金として、販売した本数のパーセントで、補助金ということで支出

しているところです。 

 現在も、高千穂地区のたばこ販売組合で、いろんな取り組みをされています。クリーンキャン

ペーンとか、運営対策とか、あと、税収確保に向けた取り組みもされていますので、そういった

取り組みに対しての補助金ということで受けとめております。 

 以上です。 



○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  秋本良一議員の質問にお答えしたいと思います。 

 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業につきましてです。この事業につきましては、議員がおっ

しゃられた鳥のほうに被害に関しては、カラス、ことしからなんですけど町費において、５００

円掛けるの２００羽というと、さらにアナグマ３,０００円掛け１００頭、この分を町単のほう

で、追加をさせていただいております。よろしいですか。 

 ジビエに関してですけど、このジビエに関する施設的な予算は直接は組んでいないんですけど、

議員が昨年、（カッポジカ）とかされた、あの関係のこの事業をこの林業のほうの予算にはない

んですけど、地方創生のほうで、若干ではありますけど、そちらのほうの予算を使ってそういう

ことができないかということで、計画をいたしております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  まず、町民課長のお答えいただいた分でありますけども、販売数

によっての補助金ということで、毎年変わってくるのかなというふうに思っておりますが。私、

個人的に思うことは、今は、促進というよりも抑制に全体が動いている時代にまたこういうのが

必要なのがずっと続いていくのかなということが気になりましてので、質問させていただきまし

た。 

 次に、鳥獣害の件でありますけれども、本年度から、カラスそれからアナグマというのが最近

急激にふえてきておりまして、この被害が多発しているというのが、状況がよく聞いております。 

 それにつきましては、カラスが１羽５００円、アナグマ３,０００円ということで、今回予算

をつけているということでございまして、また、後ほど資料をいただきたいというふうに思いま

す。 

 それから、ジビエ普及につきましての計画でありますが、今、お答えいただきまして地方創生

のほうの予算で何か取り組みができないかを検討していくということでございます。非常にあり

がたいことでありますが、ぜひ、３０年度にそういう検討をしていただいて、このジビエの普及、

拡大につながるように、当然、私ども動きますが、予算のほうの確保もしていただければありが

たいと思っております。 

 以上であります。よろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。８番、甲斐啓裕議員。 

○議員（８番 甲斐 啓裕君）  今年度から、五ヶ瀬町奨学金特別会計予算書が創設されたわけで

ございますけれども、これは、佐伯勝元氏より多額の寄附をいただいての創設でございますが、

確認といいますか、大学生、１年に何名とか、そういったことでの今後やっていくということで

ございますけれども、もし、やはり奨学金をもう借らないとか、計画どおり進まないというとき



に、この基金の使い道といいますか、そういったまた見直し等はなされるのか、お聞きしたいと

思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育次長。 

○教育次長（武内 秀元君）  教育次長です。甲斐啓裕議員の御質問にお答えいたします。 

 奨学金につきましては、これから始まるということで、どれぐらいの申し込みがあるのか、ま

だわかりませんので、その制度を創設する検討会の際に、５年もしくは１０年単位で、見直しを

していこうということで、検討しておりますので、そのように動いていきたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  よろしいですか。８番、甲斐啓裕議員。 

○議員（８番 甲斐 啓裕君）  大変貴重な財源でございますので、有効な利用をしていただきた

いというふうに思っております。 

 それと、あと１点、これは、甲斐松男議員ともかぶるかなあというふうに思いますが、一般会

計予算書の６９ページのシイタケ生産支援事業補助金４００万円ですけれども、甲斐松男議員の

ほうから２年が５年になったという話がありましたけれども。ちょっと私は関西のほうをやっと

ることもございまして、ちょっと中身を精査するわけでございますけども。 

 １個に対して０.７円と０.９円という違いがあるんですね。これ、室長のほうに聞いたら、品

評会用に出す方は０.９円と出さない方は０.７円と。これは、私はあくまでも助成のあり方とし

て正しいのか。あくまでもシイタケ生産者、種駒に対しての助成であって、これの金額が違うと

いうことは、私は本来の意味の助成のあり方じゃないというふうに思っております。 

 これは、品評会用に出す人には、また別の支援策を考えんと、こういった町がこういった助成

の仕方をやって、私は本当にいいのかなあというに疑問を呈しておるところでございますけれど

も。 

 さっきの２万から５万の話もありますし、やはり、そこあたりをもう一度やっぱりしっかりと

検討していただいて、言われるように、これは私の声じゃない、生産者の声としてしっかりと受

けとめていただいて、やらないとこれは、言われるように、２万から３万個の差もある、今度は

種駒に対して、０.７円と０.９円、これはあくまでも１万個が３万するとと、１万個が２万５,

０００円の差があれば、０.７円、０.９円ということも考えられますけれども、一様に１万個が

今３万円する時代の中にあって、種駒に対しての助成の隔てといいますか、それをやるのは、私

は、行政としてはおかしいというふうに思っておりますので、意見がありましたらよろしくお願

いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  農林課長。 

○農林課長（齊家  晃君）  農林課長です。甲斐啓裕議員の質問にお答えいたします。 



 ただいま議員のおっしゃられた種駒に関する単価の差でございますが、私どもの意図としまし

ては、品評会に出していただく方をふやそうということの意図もありまして、シイタケ振興会の

役員さんとも協議をさせていただいて、どういうふうな形をすれば、そういう品評会、この品評

会というのが、団体優勝がここずうっとできていない状況もあって、やはりこの団体優勝という

のは、出品数でかなり点数の差も出てくるということもあって、そういうこともあって、一応、

町ではありませんけど、シイタケ振興会の役員さんとの協議をさせていただいて、こういうふう

な要綱にさせていただきました。 

 ただ、先ほども甲斐松男議員のほうにもお答えさせていただいたんですけど、そういう御意見

があるということはしっかり受け止めて、今後の検討の課題ということにさせていただきたいと

いうことで、お答えさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ８番、甲斐啓裕議員。 

○議員（８番 甲斐 啓裕君）  まあ、そういった考え方わからんじゃないんですけど、やはりこ

れは、シイタケを今から生かすというには、底辺を拡大する。やっぱりそういった考え方を町と

しては、私はやるべきではないかなあと。やはりそういった生産者も大事にしていく、やっぱり

優良生産者もやっぱり大事にしていかにゃいかんけど。そういうことを加味して、行政を進めて

いただきたいというふうに思っております。 

 終わります。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ４番、秋本良一でございます。一般会計の教育費でございますが。

社会教育総務費の中でこれは委員会でお尋ね……。 

○議長（小笠まゆみ君）  良一議員、ページ数をお願いします。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ページ数、済みません失礼しました。８９ページです。失礼いた

しました。 

 ８９ページの社会教育総務費の中でありますが、委託料の中で町史編さんの業務委託として２

５６万８,０００円ということで上がっております。このことについてお尋ねしたいと思います。 

 関連でありますけども、宮崎新聞によりますと予算が４１３万円というふうに載っておりまし

た。この違いについても説明をいただきたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育次長。 

○教育次長（武内 秀元君）  教育次長です。秋本良一議員の御質問にお答えいたします。 

 一般会計予算書８９ページ、町史編さん業務委託料でございますが、平成３０年度から正式に

町史編さん、再編さんということで、昭和５３年以降の歴史をしっかり、町史に載せていくとい

うことで、その業者が、余りないもんですから、ほぼもう決まっているような状況なんですけど



も、そこの業者に委託して、執筆とかいうことも行っていくということで、平成３２年度、平成

３３年末に完成ということで、事業を組んでおります。３０年度は、この２５０万程度というこ

とになります。 

 それから、２点目の御質問につきましては、ちょっと私が把握しておりませんでしたので、そ

ういうふうな記事が載っていたかということはちょっと理解しておりません。済いません。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ４番、秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）  業者のほうは、ほぼ決まっているということでございますので、

また委員会のときにでも質問させていただきたいというふうに思っておりますが。確かに、３月

７日に新聞に４１３万というのが載っておりましたので、また後で確認していただければ、その

また違いとか、もしあれば確認していただいて（  ）で結構ですが、違いがあればまた御説明

をいただければと思っております。 

 終わります。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。１番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  １番、甲政國議です。一般会計予算書の３９ページになりますけ

れども、総合交通対策費、昨年からいたしまして１,２９０万ほどふえているということで、こ

こ見てみますと、備品購入費のところで１,２１１万という数字が出ておりますけれども、この

内容についてお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  企画課長。 

○企画課長（岡田 昭治君）  企画課長です。甲斐政國議員、総合交通対策事業費備品購入費１,

２１１万のお尋ねです。こちらにつきまして、済いません、２５ページ、ちょっと開いていただ

きたいんですが。よろしいですか。 

 ２５ページの諸収入、雑入のところの上から６つ目です。コミュニティー助成事業補助金とい

うのがございます１,２５０万。まずは、これがいわゆる財源というようなことで御理解くださ

い。 

 その１,２５０万のうちの１,０００万がいわゆるこの備品購入費の中に入ってまいりまして、

要はバスです。いわゆるバスを、コニュニティーバスが一応耐用年数が過ぎたような部分のよう

なものがありまして、そちらを１台更新をしたいというようなことでの予算です。ただ、これは、

申しわけありませんが、このコミュニティー助成事業に当たったらという話で、実はこれが年度

末に答えが出ます。ただ、ですから、できるだけ早めに事業としては取り組みたいので、申しわ

けありませんが、まだ、未確定ですけれども、予算には、財政にお願いをして上げたというよう

なお話しです。 

 ですから、これは、担保があって、通らんかったときには見送りというな話になる可能性もあ



ります。 

 一応、きょうも実は多分お尋ねがあるかもしれんと思いまして、県のほうに確認したんですけ

ど、一応、３月の最後の週に内示がありますというなお話しですので、ぜひ、期待していただい

て、お待ちいただければというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  耐用年数が過ぎているということで、危険度がどれだけ増してい

るのかというのは、わかりませんけれども、町民を運ぶ大事な足でございますので、ぜひ、頑張

っていただいて、お願いしたいというふうに思います。 

 それから、もう一点なんですけれども、ページ数３４ページ、これ、新聞にも出ておりました

けれども、町庁舎基本計画策定業務委託料ということで６００万、それから、基本実施設計精査

業務委託料１５０万というのが出ておりますけれども、この内容といいますか、要は、業者等に

ついて、どういうふうに選定されたのか、まず、選定されているのかどうか、今からするのかど

うか、そこら辺についてお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  総務課長です。今、御質問の件ですが、１点目の上のほうの庁舎基

本計画策定業務委託料ですが、まだ、業者等は決定してございません。今から選定をして、委託

していくものでございます。 

 それから、下のほうの１５０万につきましては、いわゆる計画ものを精査していくという業務

で、県のほうに建設技術推進機構というところがございますが、これまでも、いろんな公共施設、

町内でも公共施設を建てる場合に精査業務をお願いしてきておりますが、そちらのほうを想定し

て上げてございます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  庁舎建設となりますと大変重要なものでございます。最終的に建

設をする年度が決まっているというようなことで、あたふたすることのないように、しっかりと

業務をしていただいて、あとで後悔することがないようなしっかりした計画策定をしていただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 ただいまの７件につきましては、各常任委員会に付託して審査をすることに決定しております。 

────────────・────・──────────── 



○議長（小笠まゆみ君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会します。次

回は、３月１５日午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。どうも、御苦労

さまでした。 

午前11時05分散会 

────────────────────────────── 



３日
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午前９時57分開議 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（小笠まゆみ君）ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（小笠まゆみ君）  日程第１、一般質問を行います。 

  質問の順序は、通告順に発言を許します。 

  初めに、１番、甲斐政國議員、御登壇願います。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  １番、甲斐正國でございます。通告に従いまして、一般質問を

行います。 

２問ございます。ます、１点目、ペーパーレス会議の導入について、質問の要旨、近年ＩＣ

Ｔの普及に伴い、会議においてペーパーを使用せず、タブレット端末を利用したペーパーレス

会議が行われています。ペーパーレス会議は全国の議会においても徐々に導入されており、そ

の必要性も感じているところでございます。ペーパーレス会議について、町としてどのように

理解され、取り組まれるのかお伺いたします。 

次に２点目でございます。教職員住宅の整備について、教職員住宅の中には、建築後３０年

以上が経過したものもあり、居住環境にも問題があると思われます。耐用年数を超えた教職員

住宅を、今後どのように整備されるのかお伺いたします。以上でございます。 

  それでは、最初の１点目、ペーパーレス会議についてよろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。 

甲斐政國議員からの「ペーパーレス会議の導入について」のご質問に私の方からお答えしま

す。 

現在、本町では、議員ご指摘のＩＣＴの普及に伴い行財政改革や町民生活等へ直結する問題

を先行して取り組んでいるところでございます。 

例えば、情報セキュリティの強靭化、また光ファイバー等の情報基盤整備、そして、今回ホ

ームページの更新、将来の防災無線のデジタル化の検討などと、今行っている段階でござい

ます。 

そのような中、議員からご質問がありました「ペーパーレス会議の導入」につきましては、

様々な会議におけるコスト削減、資料作成労力の軽減、セキュリティ面の向上、検索機能の

充実など、様々なメリットがあるものと承知しております。 

   一方で、いろんな検索等をする段階で、閲覧に多少の不便がある、画面上で眺めていても

頭に入らない、システム障害のリスク、そういった心配もあるようです。私自身は、県内で



の導入実績はお聞きしていませんが、全国的には議員ご指摘のとおり大きい自治体から徐々

に導入されているのではと思っております。 

現在会議等においては、紙ベースでの資料作成、準備を行っております。ペーパーレス会議

になれば当然、紙代や印刷等の費用や労力が軽減されていき、大きな自治体ではその効果は大

きくなるものと考えます。 

  ただ、本町のような小規模自治体では、現状の資料作成から劇的に変化があるのかどうかも

併せ、導入の目的が業務の効率化と町民サービスの向上にどう結び付くか、とういうことで

しょうから、周りの状況も見つつ今後検討すべきかと思っています。 

私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  １番、甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君） １番、甲斐正國でございます。 

ただいま町長のほうからご答弁いただいたところでございますが、このタブレット端末を利

用したペーパーレス会議ですけれども、町長がおっしゃられたとおり現在全国で約９０の自治

体で導入されているという事でありまして、その後も随時導入が進んでいくものと思われます。   

今年２月の２日でございますけれど、大分で開催されました「自治体向けＩＣＴ推進セミナ

ー」に、五ヶ瀬町議会から議員が２名、それから事務局１名が参加をさせていただきました。

参加された自治体というのは、大分とかが多かったですけれども、宮崎からも日向市、それか

ら高千穂町議会、日之影町議会とそういったとこからも参加されていたようでございます。セ

ミナーの中で、昨年、平成２９年の９月からタブレットを活用したペーパーレス会議、いわゆ

る議会に導入した大分県の杵築市議会から導入の経緯でありますとか、経費、それから導入の

効果等についてお話がございました。平成２６年に導入について提案したということでござい

ますけども、それから約３年経って導入をされたと、その間導入されている自治体の視察、そ

れからタブレットの使い方をですね、慣れていらっしゃらないでしょうから、使い方の研修を

実施したということで、当初提案されたときには、タブレットとか使ったことも無いし、使い

辛いんじゃないかと、議員からそういう意見があったと言うことでしたけども、３年間のうち

にしっかりと研修をされて、最終的には、結果的には導入に至ったということであります。 

先日五ヶ瀬町においても、３月１２日でしたけれども「タブレットの活用セミナー」という

ものを開催させていただいた訳です。これは大分での研修が非常に興味深い内容でございまし

たし、良かったと言うことで、議員全員に内容を知っていただき、また職員の方にも見ていた

だいたらどうかという事で開催をさせていただいたところです。その中で、質問がございまし

た。費用対効果について質問された事がございました。答えとしては、トントンぐらいだろう

と、もしかしたらタブレットの方が少し多いかもしれないと言うような話でありました。その

効果と言うものを整理してみますと、これはセミナーの中でも話がございましたけれども、当



然ペーパーレス化ということですから、紙それから印刷代が削減されるというようなことであ

ります。それから膨大な会議資料がタブレット１台に収まってしまうということであります。

持ち運びも簡単でありますので、議会報告会とかいろんな会議にも持ち運びができると、それ

から何年分も持たなくて済みます。以前の資料がどこにいったか探す必要が無くなります。５

年だろうが１０年だろうがずっと保管できる、そして、最後に処分するときに我々も過去何年

分かの資料を持っていますけれども、果たしてこれはどうやって処分したらいいかというのが

ございますが、タブレットなら消せばいいわけでありますから何も問題ないと、それから、カ

メラ機能が付いているので、写真や動画がその場で撮って配信できるということでございます。 

熊本地震の熊本市の対応についてお話されましたけれども、会社から無料でタブレットを貸

し出しまして利用していただいたと、その機能性が非常に高かった、便利だったということで

熊本市は平成２８年７月に導入されております。また、テレビ電話も使えますので、そういう

機能が付いておりますので、庁舎内に居なくても遠隔で会議ができるというようなこともござ

います。 

それから事務局職員の業務の改善が図られるということで、印刷の準備や、連絡業務の改善

にも繋がると言うことです。同時期に、全議員に、同じ内容が配信される訳ですから、皆さん

一度に解ります。それで、仮に文書が間違っていた場合、それを修正してまた送るという事が

無いというようなことで、杵築市の市議会においては経費削減が年間８０万円と試算したとい

うことでございました。他にも問題点とか解消点とかいろいろありますが、今言われたような

こともありますが、導入に向けた前向きな検討というものに十分値するのではないかと私は考

えるのですけれども、 

いろんな事を考えたときに町長はどうお考えになるのかお伺いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田俊平君）町長です。 

甲斐政國議員から、最初の答弁に対します質問が再度ありましたが、我々としましては勉強

不足でですね、先ほど言いましたとおりＩＣＴ関係は行革とか、当面直結する光ケーブルとか、

ホームページの更新、それからデジタル化をやらなければいけないとういところで、全力を投

入している訳でございます。そういった中で、ペーパーレス会議、タブレット端末導入につい

ては議員ご指摘のとおり様々なメリットがあるんだろうと思います。先ほど言われた議会の資

料も膨大な資料を抱えながら持っていく、年それぞれの４回の会議のファイルですから、そう

いった管理も非常に私自身も悩みつつ、どうしようかと感じているところでございます。そう

いった中で今後のデータベースの管理がタブレットに限らずやっていく時代がまもなく来る

んだろうという事を十分理解しています。 

また、議員さんも含めてスマートフォンを持っていますので、ＩＣＴとかいろんな、フェイ



スブックとかそういう情報発信は、その場で写真を撮ってそれぞれ情報発信する機械ですので、

そういった機能もタブレットは持っていますのでうちの管理職も数名タブレットを使ってい

る職員がいるようですが、非常に効果は十分理解しております。そういった中で再度、ちょっ

とまた内容の検討をこれからやらなければいけないということでありますので、先ほどありま

した大分県の杵築市と福岡等もいろいろお話を聴く、職員を研修に行かせる、議会は先行され

てやられていますがそういったことを含めて、今後どういう事に使えるのか、最終的には町民

サービスにどうあるかということを含めて検討させていただきたいと思っております。 

私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君）  今、町民サービスにどういう効果があるかということですけれ

ども。第５次五ヶ瀬町総合計画後期基本計画の中で、90 ページになると思うんですけれども、

行財政改革を進めるということろで具体的な施策として、健全な行財政運営の推進というとこ

ろで、業務効化を前提とした情報化を推進するというような文章がございます。 

それからもう一つはですね、五ヶ瀬町地球温暖化対策実行計画というものが五ヶ瀬町の中に

あるようでございますけれども、その第１章に目的がございまして、これは地球温暖化対策を

推進する法律があって、それに基づいて実行計画を立てたということでですね、町は本計画に

基づき温室効果ガス排出削減目標の実現に向けての様々な取り組みを行い、個々の自発的かつ

継続的な地球温暖化対策の推進を図ることを目的とされていまして、この計画期間が平成２８

年度から平成３２年度までの５年間となっています。 

第１章の方針というのがございますけれども、恵まれた自然環境を次世代に引き継ぐためと

いうことで、低炭素社会の実現を目指すということがかかれてございます。自らの責任におい

て温室効果ガスの削減、省エネ、省資源などの様々な対策を積極的に推進するということで、

日常的な取り組みの推進の中で温室効果ガスの削減、省エネ、省資源に取り組み、環境法令順

守に努める。 

それから第３章では具体的な取り組みとしまして、毎年新しい省エネ対策を実行するため、

省エネルギーとエネルギーの節約のアイデア「探す」「考える」「学ぶ」ことに努める。という

ことがございまして、それから省資源の推進におきましては項目がいろいろございますけれど

も、要所に限って言わせてもらいますけれども、コピー用紙はリサイクル用紙を購入する、両

面コピー、裏面印刷を徹底する、次なんですが、資料の簡略化や共有化、それから庁内情報シ

ステムの有効利用等そういうこともございます。 

最終的な目標年度は平成３２年度となっておりますのでこうゆう計画の達成に向けて、この

タブレットの活用は重要なことではないかと思います。色々なことを考えられていることは思

いますけれども、今こういった五ヶ瀬町の総合計画、あるいは地球温暖化対策実行計画そうい



うものに基づいての考えも少し聴かせいただければと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。甲斐政國議員から関連して五ヶ瀬町第５次総合計画後期計画、

５年間の後期計画、平成３２年度までの後期計画についてでありますけれども、その中で一部

見直しをしておりますが、従来当初から１０ヵ年の計画の中で先ほどありました低炭素社会実

現については、エネルギー対策も含めてですね検討また実施させていただいております。特に

薪ストーブの導入とかですね、そういう身近な町民に直結するものから現在対応してきており

ますが、木地屋の薪ボイラー等も含めて、まず手を付けられるものから順次やってきておりま

す。 

ただ、平成３２年度までにどこまでやれるのかというのは事務事業評価、政策評価の中でで

すね、それぞれの先ほどの第１章、第２章、第３章とかありますが、その項目別に達成状況は

担当課が具体的な関係機関と協議しながら達成度を評価しそれを毎年広報誌でお伝えさせて

いただいております。遅れていることについてはその後の対策を打てる体制でございます。 

議員からありました省エネルギー対策を考えるということで、コピー用紙を木から造ったも

のを役場庁舎でもやっていますし、両面コピーも極力利用させていただいています。それから

一部によっては使用済みコピー用紙も裏面を使っています。資料の共有化・省力化についても

出来る限り、昨日も防災会議をやりましたが、かなり膨大な資料を委員の方々に提示しなけれ

ばならないということで、その部分についても極力必要部分だけにしようということで業務の

中で見直しを図っています。 

出来ることからやっておりますが、ペーパーレス会議ということでその辺についてもですね、

先ほどとダブりますが省エネルギー対策の一環でございますので、まだ我々はそこまでたどり

着いていませんので、今後いろんな研修会なども出てくると思いますので、そういうものに前

向きに参加させていただきながら情報収集を重ね議論を重ねていきたいということでござい

ます。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君） 庁舎内においては、これまで様々な取り組みがなされてきたと

思っておりますが、それはこれまでの事であって、今後も継続されるでしょうが、今後の取り

組みとしてバイオマスによる経済サイクルというものを実行していただきたいと思います。 

宮崎県におきましては日南市が導入したということをこの前お話があったときに聞いてお

ります。ただ町村に至ってはまだ導入はされておりません。いずれは自治体のどこかで導入さ

れることは間違いありません。このタブレットいうのは非常に機能性の高いものであります。

使っていただければ一番良く解ると思っていますけれども、研修も実際にタブレットを自分た

ちも持って研修することが非常に大事であると思います。ですからスピード感を持って対応を



是非やっていただきたいと思います。言えば、宮崎県の町村で五ヶ瀬町が一番先に導入したと、

マイナスは無いと私は思いますので、実際やっていただきたいと、導入に期待させていただき

たいと思います。 

次に、２問目でございますけれども、教職員住宅の整備についてご答弁をお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育長。 

○議員（教育長） 教育長です。甲斐政國議員のご質問にお答え致します。 

  教職員住宅の現状につきましては、４６戸のうち、耐用年数を経過した住宅が８住宅の２６

戸ありまして、その中に建築後３０年以上経過した住宅が１７戸ございます。一番古い住宅と

して、昭和５５年度に建てた貫原教職員住宅２棟が３７年を経過しており、室内等の改修を行

いながら使っていただいているところです。 

また、新しい住宅では、平成２１年度に建てた坂本教職員住宅２棟が９年を経過している状

況であります。従って、全体で耐用年数を経過している住宅が５６．５％という状況でござい

ます。修繕費につきましても、年々増加しているという状況でございます。 

今後の教職員住宅の整備の考え方につきましては、平成２５年１１月の国交省の「インフラ

長寿命化基本計画」を受け、本町では平成２９年３月に「公共施設等総合管理計画」を策定し、

施設整備を進めて行くことになります。 

  今後、人口減少や少子高齢化が進行し、税収の減少や利用者の減少が予想され、扶助費や生

活関連の公共サービス需要の増加が見込まれる中、その状況に対応するためには、１つひとつ

の施設を長く大切に使う必要があり、計画的な保全の実施により長寿命化を図るとともに、機

能が重複している施設や利用が低調な施設などを改めて検証し、施設保有量の最適化を進めて

まいります。 

  あわせて、施設は数十年にわたり利用することから、更新にあたっては長期的視点で政策判

断が必要となり、将来世代に過度な負担を引き継がせないという方針も本計画に掲げてござい

ます。 

  教育委員会としましては、極力、古くなった住宅は建て替えではなく、修繕を行い、長寿命

化を図りたいと考えており、古くなった住宅につきましては、「公共施設等総合管理計画」に

よりリフォーム等を行ってまいります。 

  特にトイレ等の水回りを改修するなど、教職員の皆様が少しでも快適な生活を送れるよう努

めてまいります。 

以上で答弁を終わります。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 

○議員（甲斐政國君） ただ今教育長のほうからご答弁をいただいたところでございますが、公

共施設等総合管理計画の 67 ページから 69 ページに教職員住宅の状況といいますか、建築年度



とでありますとか、床面積でありますとか、築何年経っているのか、それから建築構造とか書

いてございますけれども、これに書いてあります教職員住宅全てが現在利用されているのか。 

それから今ある棟をあつかいますということでございましたけれども、水周りの状況という

のはどうなっているのか、バス・トイレ、例えばトイレは洋式でしょうけれどもウォシュレッ

トなのかどうかということ、教職員の方からの要望というのはどの程度対応されているのかに

ついてお伺いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育次長。 

○教育次長（武内秀元君） 教育次長です。甲斐政國議員の再質問にお答えします。公共施設等

総合管理計画 67ページから 69 ページに関しましては、銀世界住宅が今のところ空いている状

況にありますが、平成 30 年度から教職員に入居していただくかたちで教育委員会としては計

画しています。 

それから、トイレの状況ですけれども、ウォシュレットは町が整備したというものは無くて、

個人で持ってこられている状況ですのでトイレにつきましては、整備していこうということで

教育委員会では考えています。 

教職員からの要望につきましては、毎年 5月に学校訪問を行っておりまして、教職員から要

望をその場で聴いて修繕等につきましては補正予算で対応している状況です。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 

○議員（１番 甲斐 政國君） 30 年度に対応するということですけれども、要望については

補正で対応されるということですけれども、ややもすると補正で上げられずに放置とは言いま

せんけれども、そのままになっているものがあるような気がしております。それから賃貸料に

ついてですね、建築年数によってどういった基準が定められているのかということと、単身で

来ていただく方、児童、幼児やご家族で来ていただく方がいらっしゃいますが、そういったと

ころの配慮がされているのか質問します。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育次長。 

○教育次長（武内秀元君） 教育次長です。甲斐政國議員の再々質問にお答えします。賃貸料の

基準という事に関しましては、私も具体的に存じ上げておりませんので答弁はできませんが、

恐らく建築費とか国庫補助を受けての事ですので、そういった基準があると思われますが。 

それから教職員の児童、幼児そのあたりを配慮という事になりますが、そこはですね、もし

夫婦でこられて、どちらも学校の先生で学校が違うとかいう場合もございますので、別に住ま

わせるということも含めて配慮はしているところです。ただやはりどこの住宅も古いというこ

とがございますので、単身の方に関しては単身住宅があるかと思いますけれども、世帯でこら

れる方はできるだけ対応しているつもりではございます。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 



○議員（甲斐政國君） 基本的な事は解らないということでございますけれども、料金を頂いて

いる以上はですね十分な対策なり管理なりが必要であろうと思っておりますが、賃貸料の

1,500 万円、補修費が 300 万円といことで、別の何かに使っているのか解りませんけれども、

せっかく先生方も五ヶ瀬に来られて居住環境が良くなければ苦労されるんではないかという

ふうに思っているところでございます。 

築 40 年近くなっていたりですね、修繕をして長寿命化を図るというようなことでございま

すけれども、それだけではなくて土地の関係もですね日当たりが悪い、今年のようにこれだけ

雪が降ったときにですね日中でもマイナスというときに、家の中にじっとしているのが耐えら

れないと、そういう住宅もあると聞いています。そのような住宅というのは建て替えというと

ころも検討されるべきではないかと思います。建て替えというものは否定されるものではない

というふうに思いますけれども、修繕につきましても必要最小限ではなくて、なるべく使い勝

手のいいようにしていただくと、ここに 1,500 万円あるわけですからそこはしっかりと対応さ

れるべきではないかと思っております。 

十分な対応を期待するところでございますけれども、私たちも教職員住宅を見るという機会

がほとんど無く、異動されるときに外観を見るぐらいしかないわけでありますけれども、一度

中を見せていただいて、これなら何とか納得していただける状況ならいいですけど、とてもこ

れじゃというようなところがありはしないかと心配しています。こういったところも含めて対

応をしていただきたいと思います。 

なにかあればお答えいただいて私の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  教育長。 

○議員（教育長） 教育長です。甲斐政國議員のご質問に関してなんですが、本当に教職員の事

を考えていただいて、環境のことを考えていただいてご質問いただき本当に感謝申し上げます。 

  ただ、今の質問の中にありましたように教職員住宅を改修する事になった場合、別の所に住

まわなければならず、改修する期間が無いということもございます。来年度につきましては、

２棟程別の所に住んでいただいて改修に入っていこうという計画を立てているところではご

ざいます。また、今後の補正において水周り、特にトイレ環境については予算化できるように

検討してまいりたいと思います。出来るだけ現在ある施設を活用しながらリフォーム等を図っ

ていきたいと考えております。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐政國議員。 

○議員（甲斐政國君） すいません、最後と言ったのですが今の教育長のお話で、建て替え等を

する場合は他に住んでいただく場所いるということでございますけれども、町有地においては

空いているところもあるのではないかと思います。 

坂本のことを言いますと坂本保育所の下にちょっとしたグラウンドがあるんですけれども、



そこは遊休になっています。そこ当たりにも１棟か２棟は建つと思います。そういった町有地

の有効利用も併せて進めていただければと思います。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  次に、４番、秋本良一議員、御登壇願います。 

○議員（４番 秋本 良一君）  ４番、秋本良一でございます。通告に従いまして、次の２点に

ついて質問をいたします。 

  まず、１点目でございます。次世代を担う職員の育成につきまして。五ヶ瀬町も高齢化社会

及び人口減少対策が大きな課題であります。課題解消へと長期総合計画等に基づいた施策が講

じられていますが、一方では計画と現実との開きも感じられます。課題解消へと導く要素のひ

とつとして、次世代を担う人材とそれを更に発揮できる環境が求められると考えるが、考えを

伺いたい。 

  続いて、２点目でございます。子ども議会の開催について。２巡目宮崎国体が９年後、２０

２６年に開催の計画が上がっているようでございます。五ヶ瀬町も屋内外施設ＧパークやＧド

ームでの競技を初め山岳競技等開催できると思いますが、誘致につきましてどのようなお考え

があるかお伺いをいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。 

  秋本良一議員からの「次世代を担う職員の育成について」のご質問についてお答えします。

議員からは、本町での課題解消へと導く要素のひとつとして、次世代を担う人材と、それを発

揮できる環境が求められているのではないかというご質問でありますが、本町では、地方分権

が進展する中、第５次五ヶ瀬町総合計画の基本構想に的確に対応できる職員として、五ヶ瀬町

ならではの政策形成、創造力の向上はもとより、地方公務員としての基本的心構えや公務員倫

理についての知識向上を図るため、五ヶ瀬町人材育成基本方針に基づき人材育成に取り組んで

いるところであります。 

  この人材育成基本方針では、職員自身の主体的取組みと、管理監督者からの情報提供と学習

への支援などの取り組みをはじめ、自己啓発のためや職種及び階層等に応じた研修も充実させ

ることにしております。 

また、職場研修についても男女共同参画社会の実現に向けた取組みや子育てに配慮した職場

づくりにも取り組んでいるところです。 

 その他、若い職員については、地域活動や地域との関わりを通しての成長にも期待をしている

ところでもあります。 

 いずれにしましても、それぞれの職員に対しまして、現在の職員育成プログラムに沿って人材

育成を進めてまいりますが、自己啓発等、職員自身が自分を高めていく努力が最も必要であると

考えておりますので、あらゆる機会を通して職員とのコミュニ-ケーションを図り、自己啓発の



意識の醸成を図っていきたいと考えております。 

 私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君）４番、秋本良一でございます。 

最初にですね誤解が無いように説明させていただきますが、今の職員の働き方がどうこうと

いう質問ではございません。将来の五ヶ瀬を考えた場合にどっちの方に向かっていくのか解り

づらいという町民の方々の声を聴くことがあります。そこを掘り下げて行き着くところにつき

ましてはどうしても職員の考えや職員の動きが重要ではないかと、五ヶ瀬をどうしたいのか、

五ヶ瀬は将来どうなっていくのかということ、これが大事ではないかと思っております。 

そこでではありますが、五ヶ瀬の特色ある農産物や資源をどう掘り起こし、何ができるかが

今ある大きな課題であり、また行政と住民との力量発揮が出来るチャンスではないかと思うと

ころであります。そういった中で、人材育成につきましては人材育成基本方針にのっとって進

められているということでございます。そういった中で提案ではありますけれども、若手の職

員の五ヶ瀬町に対する思い、将来の五ヶ瀬はどうしたいのか、どうあるべきかといった事に付

きましてのスピーチコンテンスというやり方につきましてどう思われるかについてお尋ねい

たします。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。秋本良一議員からの再質問ですが、五ヶ瀬町をどうしたらい

いかと、今私が考える事と思い、職員がどういう動きをしているかという事に併せ、先ほどス

ピーチコンテスト、要するに職員のそういった意識を聴く場を設けてはどうかという提案です

けれども。 

先ほど話されました基幹産業の農林業の振興含めて行政職員がどう考えているかというと

ころの期待と思いますが、いろんな先ほどの五ヶ瀬町人材育成方針にはですね、職員提案制度

とか事務事業の改善とか今出来ることについては我々の組織の取り組みとしてやっていると

ころです。また、職員の意識はそれぞれにこれは個々の人間でございますのであくまでも職員

といってもいろんな思い出業務をこなしているというのがございます。ただ、階層別研修また

接遇研修とかですね人間として身に付けなければならないものについても徐々にやっている

ところでございます。 

それからスピーチコンテストについては、特に今頭の中にこういうことでやってはどうかと

いう構想はございませんが、他の自治体はどういうことをやっているか、県庁については知事

のほうも若手職員の企画力を発想するために取り組みもやられていますが、そういったものも

何かどういったものがあるのかをですね現段階ではお答えできませんが、検討・情報収集は行

っていきたいと思います。以上です。 



○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君） 一つの策としましてのスピーチコンテストということで提案さ

せていただきました。 

やはりいろんな経済状況の中で町が人口減少している中でどこも同じ課題の中で、伸びてい

る町はそうした職員のやる気を奮起させる町が伸びているというふうに私は感じているとこ

ろでございます。是非こうした取り組みをなされて若者が自由に発言できて町のために一生懸

命働くんだという意識を上げてもらいたいと私はそういうふうに思うところでございます。 

また、スピーチコンテストをやるかやらないかでございますが、実現できそうな内容につき

ましてはですね町長賞とかですねそういった事を是非とも取り組んでいただければありがた

いなというふうに思っているところでございます。 

ただ、先ほど町長答弁の中で、職員、若い人たちとの意見交換ということを主体にやってい

るといことでございますが、是非とも農業それから林業、商工業者併せて農業関係の若い職員

と役場の職員とで意見交換の場が非常に大事ではないかと思っております。是非そうしたこと

を進めるためにも検討していただきたいというふうに思うわけでが、こういった産業を担う若

者との意見交換について町長のほうで進めていかれるかどうか、是非進めていただきたいと思

いますが、それについて答弁いただきたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。秋本良一議員からの再質問でございます。にお答えします。

先ほどですね、職員のほうからのちょっとお断りしなきゃいけない部分で、今回わけもんの主

張県全体でですね、有権者になった大人になる選挙権を持つ人たちのコンテストが、ずっと過

去もう何十年も続いているんでしょうが、開催されております。その中で西臼杵代表として本

町から２名これは職員ですけど、選抜されてかつ１名は県の優秀賞ということで、しばらしい

発表をしてもらっています。広報誌等でまた掲載はしていきますので、見ていただくとありが

たいのですが、そういう人材も育っているという状況でございます。 

また、職場というか職員との意見交換の場ということでございますが、先ほど答弁させてい

ただきましたが、やはり地域の中でいろんな形で地域の方々と職員が一緒になって、行政とし

てだけではなくその場でいろんな事を学んでほしいというのを先ほど答弁させていただきま

した。まずは先行するのは地域でのやはり職員が住民に混じっていろんな話し合いをするとか、

それぞれに町づくりの組織がありますのでそこに先導して入ってもらって、いろんな取り組み

をリーダーとしてやっていただきたいというのを考えております。すでにそういう職員も多く

おりますが、その辺をふまえてそれぞれに個々育っていくのが人材育成かなと考えてますので、

どういった形の意見交換があるかをですね、秋本良一議員の思いは以前そういう場で立ち合わ

せていただいきましたし、十分理解しているつもりではありますので、どういった形が一番現



実的に取れるのかを検討はしていきたいと思います。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君） はい、４番、秋本良一でございます。今答弁をいただきました。

新しい３０年度になってからでも若者と意見交換をしながら町づくりを進めていくことにつ

きましては、是非ともよろしくお願いいたします。 

  続きまして２点目のこども議会の開催についてのご答弁をお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君）秋本 良一議員のご質問にお答え致します。 

まず始めに、「子ども議会の開催について」の前に、五ヶ瀬教育ビジョンにつきまして、簡

単にご説明させていただきます。 

  五ヶ瀬教育ビジョンは、平成１９年度にビジョンの基本的な考え方のもと実践を開始し、平

成２４年度から現在の目的である「五ヶ瀬を知り 五ヶ瀬を学び 五ヶ瀬に貢献する」を旗印

に豊かな体験活動等を行っております。 

  また、平成２６年度からは、中学校３年生が小学校１年生からの９年間で学んだ体験活動等

を通して、町に提言するという「五ヶ瀬デザインプロジェクト」を開始し、毎年１０月に発表

を行っており、今年度も中学３年生一人ひとりが福祉や地域振興及び観光等につきまして、町

への素晴らしい提言を行ってくれました。 

  そこで、五ヶ瀬デザインプロジェクト４年目となります今年度は、新たな取り組みとして、

特別職と管理職の１３名で審査し、最優秀賞１名、優秀賞２名、夢わくわく賞２名の合計５名

を選出し、表彰したところであります。 

  このことは、表彰だけに終わらせずに、若い中学生のアイデアを少しでも町づくりに生かし

ていけたらという考えからです。そのこともあり、教育委員会では、Ｇ授業の取り組みや豊か

な体験活動を紹介するリーフレットを作成し、特産品に添えてはどうかという提言を採用し、

五ヶ瀬町の教育を町外の方々にもアピールできるよう考えているところであります。 

  次にご質問のこども議会の開催につきましては、過去平成３年２月７日に町民センターにお

いて、町内の小中学生に高千穂高校五ヶ瀬分校の生徒が議長、議員、議会事務局となり、かが

み会主催で行われていた「子どもの声を聞く会」の代わりに、子ども達に議会制民主主義を理

解してもらうと共に町政への関心を深めるために一度だけ開催された経緯があるようでござ

います。当時の広報誌が４月からアーカイブスという形で五ヶ瀬のホームページを開くと、ア

ーカイブスを検索するといつごろの広報紙かというのが検索できるようになります。デモ的に

私も利用させていただいて、当時のこの会のデータを見せていただきましたが、当時平成２年

にスキー場がオープンしたときだったのでしょう、平成３年ですから、本屋敷分校の跡地利用

や夏場のスキー場の利活用など、今見ても非常に興味深い質問が子どもたちから出されていた



ようです。 

それを受け非常に良い取り組みであると思いますが、現段階では、先ほど述べました毎年１

０月に五ヶ瀬中学校で「五ヶ瀬デザインプロジェクト」を開催しておりますので、その場を活

用して、議員各位を始め、多くの町民に聴いていただける場として最適ではないかと考えてい

るところであります。 

  １０月の発表を行い、審査・表彰を経るということになると、子どもたちがかなりタイトな

スケジュールになりますので、子ども議会の開催は期間的にも厳しいのではないかと考えてお

ります。また、中学生や教職員の負担も考えなければならず、慎重に検討していく必要がある

事項かと考えております。 

  以上で答弁を終わります。 

○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君） ４番、秋本良一でございます。今おっしゃったようにですね、

確かにこども議会をやるということは、それまでの準備、期間、時期的なもの等相当なところ

があるのは私も考えています。ただ、やりがいのあることではないかということがありまして

質問させていただいておるところでございます。 

まずは先ほどからお話がありましたように、五ヶ瀬町はＧ教育によりましてある程度の町内

の調査、研究、産業そして観光等につきましても下調べ、下ごしらえは出来ているわけでござ

います。こういう授業の中で、デザインプロジェクトの中で発表は確かに聴いております。た

だそれが発表されたことが町政に活かされているのかどうかそこ辺のところが疑問に思うわ

けところでございます。それについて町長答弁をよろしいですか。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。秋本良一議員の再質問にお答えします。 

五ヶ瀬デザインプロジェクトで表彰を受けられた４人でしたっけ、についてはそれぞれグラ

ンピングとかワイナリーの街灯とか具体的な案をいただいています。それぞれに先ほど申しま

した五ヶ瀬の特産品に豊かな体験活動を紹介するリーフレットを添えたらとか、その辺の取り

組みをしておりますが、当面非常にこれはやったほうがいいなとかいう提案については、順次

内部各関係機関また庁内の庁議等もありますので、そこで議論させながら予算化していくとい

うような形になると思います。また提案のあった部分は町政に反映させるという事を考えてい

ます。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君） こども議会についてはですね、いろんな各行政でやられている

ところも数多くあるわけですけれど、それぞれの行政の目的ということでありますが、町政を

身近に感じてもらい、地方自治の本旨である住民自治の姿の一端を学ぶことを目的とし、五ヶ



瀬町民として自覚と風土を愛する心を育成する身近な問題を取り上げることができると、将来

的に主権者としての意義や政治参加への意識を持つようになるんじゃないかというふうに私

は考えておるところでございます。 

そこでですね、２点ほど事例を報告させていただきたいと思いますが、まずはですね隣の町

熊本県になりますが高森町のこども議会、これは十数年動いているそうですが、やり方につき

ましてはプロジェクターを利用して、色々調べてどこに問題があるかということを授業の中で

調べ上げて先ほど言いましたようにプロジェクターを使って議場で発表しているといことで、

それについては町長、各課長共真摯に受け止めて答えを出していただいているということでご

ざいます。 

その中でですね、お年寄りや子供に優しい交差点ということで一般質問をされたようであり

ます。場所はですね高森峠から下っていきますと三つ目の交差点を右に曲がると高森町の役場

の方に行かれますが、そこの交差点のことであります。ここの交差点につきましては小中学生

の利用が多いと、そして役場入り口交差点で横断歩道を渡る時間が短くて危ないということか

ら実際に時間を測定して子供たちが調べ、そして危険と判断しております。その内容につきま

しては、横断歩道を渡るときに小学生が１２秒、中学生が１０秒、お年寄りが１６秒以上かか

るということで非常に危険だということで議会で提案をされたようです。結果現在は改善され

まして、交差点の信号がお気付きの方もいらっしゃるかも知れませんが、全部一旦赤になって

横断歩道を同時に２箇所渡られるようになりまして、安全性には良くなったということも聞い

ております。 

それから２点目でございますが、これ台東区、東京でございますけれどもこども議会、これ

太平洋戦争の終結後といいますと１９４９年に既にこども議会が開催をされていたというこ

とで、戦時中でありますことから猛獣処分がされたので当然ながら像が居なかったということ

でございます。当時像を見たいという声がこども議会から提案されまして、そのことが企業を

動かしてインドの当時のジャワハルラル・ネルー首相までその声が届きました結果、像を上野

動物園に送ってもらったというこれは有名な話でございますが、そういった事例もございます。 

私が思いますのはこうした若い目線での子どもたちの意見を是非とも発表する場が、いいこ

ども議会として取り上げていただいて、それを実現していくという町にしていったらというふ

うに思いますが、この件につきましては教育長どのように捉えられていらっしゃいますか。 

○議長（小笠まゆみ君）教育長。 

○教育長（猪野貴一君） 教育長です。本当に子どもたちの事をよく見ていただいてその成果等

も理解いただいて非常にありがたいと思っています。 

ただＧＤＰというのを現在４年目ということでやらせていただいているんですが、このＧＤ

Ｐでは当然プロジェクターを使って自分たちが調べたことを、そして地域に出て学んだことを



小学校１年生から積み上げてきたものを述べ提言していくというシステムがようやく今実を

結びつつあります。そしてこれを今回三役そして課長と一緒に協議することで町政に活かせる

ような段階に持っていけるようなシステムを少し考えていきたいということで、今それがよう

やく進んでいます。 

それともう一つ、うちの町の特色としまして、中等教育学校との意見交換、ＧＤＰにおいて

お互いの学校が意見交換することでより高い、いわゆる学びを持っていこうというようなこと

もありますので、少しＧＤＰというのと議会というのは、こども議会というのは少し意味合い

も違ってくるのかもしれません。 

ただ、現在の現状を考えていきますと教職員の働き方、後は中学生の部活動において社会問

題となってきております。本県の教職員課は９月に全県の教職員に対する調査を行いました。

やはりうちの町内の先生でさえ、１時間以上の持ち帰りの仕事とかそういうものをしている状

況もございますので、十分そのようなことも踏まえながら検討をしていく必要があるかなと思

っているところです。時間がいっぱいあればいろんな事に取り組んで子どもたちのそういう機

会を与えていきたいという思いはございますが、そのあたりも検討させていただきたいと思い

ます。以上でございます。 

○議長（小笠まゆみ君）  秋本良一議員。 

○議員（４番 秋本 良一君） ４番、秋本良一でございます。 

教職員の先生方はじめお忙しいことは私なりに解っている、理解しているつもりではござい

ますが、やはりそういったＧＤＰですけれども今教育長のほうからお話いただいた中等教育学

校ですね、そこの生徒たちは非常に良く町内のことを本当にくまなく調べて自分のことと捉え、

そして次につながる発表をこの前ありましたけれども、そういう活動をしております。お忙し

いのは解りますが子供たちがせっかくですね地域のことに根付いてあれだけ調べられてやっ

たことを何か一つか二つでも町のためになることは必ずあるというふうに私はあると思って

おります。ですから、是非ともお忙しいのは十分解りますが前向きに検討され、またこういっ

たこども議会をやってらっしゃるところを見に行かれて情報把握も大事なことではないかな

というふうに感じているところでございますので、是非ともご検討いただきますようにお願い

を申し上げたいと思います。 

それでは、最後になりますが、町長の方にお尋ねしたいと思います。これから先の高齢化の

現状をふまえて人材の育成につきまして、それから併せてでございますが五ヶ瀬ならでは農業

人の育成についてのお考えをお聞きいたしまして終わらせていただきたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）町長。 

○町長（原田俊平君） 町長です。秋本良一議員からの最後の質問ということで、超高齢化社会

また基幹産業である農林業を担う人材育成の基本的な考え方ということでのご質問と捉えた



ところでございます。 

高齢化についてはですねこれはもう五ヶ瀬を精一杯盛り立てて地域づくりをやってこられ

た方々がお年を召すのは当然であってですね、その方々をしっかり我々はケアしていくと、福

祉事業になりますがそこ辺を重点的にいくら高齢化が進もうとも、限られた世代と盛り立てて

いくのは、これは自分たちの責任であると思っています。そういう取り組みをいろんな知恵を

出しながらやっていくというのがまず高齢化社会対応。 

それから農林業についてもですね様々ないろいろ課題が見えてますし、次年度以降、第一次

産業、農業のですね基幹プロジェクト的なものを立ち上げてそれぞれの課題について具体的な

取り組み、整理していく必要があるかなと思っています。今農林業主体にいろんな事業を進め

ておりますが、畜産とか野菜とか花卉とか椎茸も含めてですね、じゃどこをするのというとこ

ろは担当課だけではちょっと整理しきれない部分がございますので、３０年度になりますと私

の思いとしてはそういうプロジェクトを立ち上げて議論していこうと、議会の皆さんも当然な

んですけど入っていただきながら町民や農家の代表の方々に入っていただきながらそんな会

議を持って議論していく大きなテーマかなと思っているところでございます。以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）秋本良一議員。 

○議員（秋本良一君君） ４番、秋本良一でございます。 

ただいま町長の答弁をいただきました。次期町政への意欲も聞いておりますが、是非ともそ

いういったご答弁いただいたプロジェクトを立ち上げていただいて是非五ヶ瀬の農林業を引

っ張っていただきますようお願いいたしまして質問を終わらせていただきます。 

○議長（小笠まゆみ君）ここで暫時休憩とします。議場の時計で１５分までとしますが、皆さん

お集まり次第再開したいと思います。 

午前11時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（小笠まゆみ君）  おそろいですので再開します。 

 次に、６番、白瀧徹哉議員、御登壇願います。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  ６番、白瀧徹哉です。通告に従い、一般質問を行います。 

 新庁舎建設基本構想案及び町民センター基本計画についてお尋ねをいたします。 

 五ヶ瀬町新庁舎建設基本構想案について、資料をもとに、町長より詳細な説明を受けたところ

でございます。現庁舎の老朽化や、さまざまな課題、今後の維持管理費等に鑑みて、選択肢の課

題から、新庁舎建設に向けて策定されたものと考えております。 

 しかし、財源を市町村役場機能緊急保全事業で充当することは、平成３２年度までの完成が基



本となることから、時間的制約が課せられ、十分な協議がなされないまま進行することが懸念さ

れます。町民への十分な配慮と、町民センターが担う多目的機能を有する一体化庁舎も考えられ

ますが、町長の考えを伺いたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧徹哉議員からの、庁舎建設基本構想、町民センター基本

計画についての御質問にお答えします。 

 新庁舎の建設につきましては、昨年、耐震診断結果が出され、議員御指摘のように時間的な制

約もありますことから、１２月議会前の時点から議会へは報告をさせていただきました。 

 方向性につきましては、専門家の意見を聞き、耐震補強が厳しいこと、耐震補強をしたとして

も町民サービス機能の向上は難しいこと、また、これまでは庁舎建設については制度事業の活用

はできませんでしたが、議員御指摘のとおり、熊本地震等を受けて、本年度から支援策が設けら

れたものでございます。 

 したがいまして、本町の財政事情を考えましたときに、基金のみでの建設は厳しく、平成３２

年度までという完成の制約があり、スケジュール的にも余裕はございませんが、この機会を捉え、

建設することがベターではないかと判断したところでございます。 

 なお、建設スケジュール案につきましては、宮崎県の専門部署にも御意見を伺いました。また、

関係機関にも専門機関にも伺ったところでございます。その結果、イレギュラー的に何か突発的

なことができれば厳しいことも考えられますが、現段階、我々が考えますスケジュールで大丈夫

でしょうという返事をいただいたところでございます。 

 現在、町民の皆様からパブリックコメントを募集しております。一部いただいて、内容も見せ

ていただきました。本気に考えていただいている御意見も賜りました。平成３０年度から始めま

す基本計画段階、基本設計段階では、町民の皆さんにも入っていただき、検討できるような組織

も立ち上げて、今後、十分に検討を加えてまいる考えであります。 

 一方、町民センターとの関連では、先に役場庁舎の検討を行いますことから、機能面では、取

り込める機能については前向きに検討してまいりたいと考えております。 

 現段階では、私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  １２月に引き続いての同じような質問になりますけれども、ただ

いま町長より町の方針について詳細に答弁をいただいたところでございます。 

 今回、町が調査を委託されておりました調査会社によって、それぞれの施設に幾つかのパター

ンを提示いただき、それをもとに、また、課長会の中で協議をされた上で方針が出されたという

ふうにお伺いをしております。 

 今後は、基本設計、また実施設計へと、庁舎の新築については決められていくものと思ってお



りますけれども、この事業を実施するについては、何度もお話があっておりますように、制度事

業を活用することが最優先ということも、私たちも十分承知もしておりますが、何分にも時間的

な制約があることから、町民の皆様の意見がどれだけ反映されるのかということも、若干、その

反面、心配をしているところでございます。 

 時間的な制約が課せられる中ではございますけれども、町民全体にできるだけこの情報の周知

が徹底するように、なかなか難しいことではございますけれども、大変重要な案件でもございま

すので、町民の皆様も理解をしていただけるものというふうに考えておりますが、今後、引き続

き、鋭意努力をいただきたいというふうに思っております。 

 ただ、今後は、検討委員会的なものを立ち上げられて、協議会を、今後、進めていくというこ

とでございますけれども、その協議会の構成を、メンバーもですけれども、どのように考えてお

られるのか、町長にお伺いをしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。現段階で、今、先ほど答弁させていただいたとおり、町民へ

のパブリックコメント、この基本計画、それから、庁舎の案がホームページ上に記載されていま

すし、役場内で閲覧もできるようにしておりますし、意見箱も設置して、投入するなり、ファク

スいただくなり、そういう形で、今、パブリックコメントをとっております。 

 １件だけ、ちょっと私、見せていただきましたが、非常にやっぱり財源的なもの、要するに、

負の遺産を残したらいかんよっていうようなところがコメントされておりました。ただ、相対的

に、役場庁舎は防災対策拠点施設なので、ぜひやらないかんっていう意見がコメントされており

ました。そういった意見聴取を今やっております。 

 また、３０年度になれば、検討委員会を立ち上げたいということで考えております。当然、町

民の代表の皆さんにも入っていただくということになりますので、具体的な組織案については、

現段階では、今、所管が総務課のほうの管財のほうでやってもらっていますので、そこ辺ともう

少し詰めて、どういった形がいいのかは検討してまいりたいと思っており、現段階では未定とい

うところでございます。 

 また、町民センターとの関連もありますので、相互にアンケートをとった形でも結果を反映さ

せる、それから、４月２６日に、例年やっています公民館長・組長全体会議というのをことしも

やりたいということで考えております。その中でも、この前、議会報告で行政報告をやらせてい

ただいた件の、これだけはっていうのは、いろんな組長さんも含めて議論をしていただいたと思

っていますが、この件についてもしっかり御説明を申し上げ、また、そこを通じて、町民からの

意見も反映するということも考えております。 

 私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  白瀧徹哉議員。 



○議員（６番 白瀧 徹哉君）  ただいま、町長のほうから、町民への周知ということもかねてで

ありますけれども、パブリックコメントを実施されるということであります。このことで、やは

り町民の方々の意見というのがある程度集約されて、また、執行部のほうに伝わっていくのかな

というふうに考えております。 

 また、検討委員会については、今後、組織についてはまだ未定ではあるけれども、しっかりと

検討していくということでございますので、その組織のことについて、若干、質問を深めて質問

させていただきたいというふうに思っておるわけであります。 

 まず、庁舎及び町民センターというのは、私たち町民にとりまして、大変、歴史的にも大事業

でもございます。まちづくりの核となる大変重要な施設でもございますので、特に、これから五

ヶ瀬を担う若い役場の職員、そして、町内の若い方々、そういった方々に、ぜひこの新しい庁舎

の設計といいますか、そのつくりについても手を挙げていただいて、しっかりと参画をしていた

だいて、未来に誇れる立派な庁舎が完成するように、今後ともしっかりと御配慮のほどをお願い

申し上げたいと思います。 

 そのことについて、町長の御意見を伺いたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧徹哉議員から、本当にありがたい提案でございます。検

討委員会については、まだ未定というところで、今から詰めてまいります。ただ、早急に立ち上

げる必要があると考えています。 

 それで、御指摘がありました若い役場職員ないし若手の町民の皆様、それから、各農林業関係

の基幹的なところの代表者とかを含めて、しっかり検討してまいります。また、ある程度の案が

固まりましたら、議会のほうにも報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  メンバー構成につきましては、しっかりとまた検討いただきたい

というふうに思っております。 

 次に、この事業を順調に進めていくために、一つ気がかりなのが、今、工事が始まっておりま

す新貫原橋の工事でありますが、それと道路との接続部分、あの完成が、どうしてもいろいろな

ところに支障が出てくるわけでありますが、土木課長のお話によりますと、その分については３

１年度の末には何とか完成するというようなことで、支障がないというふうに伺っているわけで

ありますが、まず、敷地となります教育委員会の建物と、そこの撤去、また、そこの跡地のかさ

上げを下げるというのが、どうしても一連の作業として必要になってくるわけでありますが、そ

の財源についてのことでありますけれども、旧貫原橋の撤去につきましては、社会資本整備事業

のほうで充当されるということになるのかなというふうに思っておりますけれども、現庁舎の地



下の部分と、教育委員会の跡地のかさ上げと擁壁の部分についての財源が、どういった形で充当

されるのかもお伺いしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  総務課長。 

○総務課長（小迫 幸弘君）  総務課長です。具体的に、この部分をこの事業でというのが、なか

なか想定は、まだ今のところは申し上げにくいところがございますが、全体としましては、先ほ

ど議員もおっしゃられました制度事業を入れながら、そちらの起債事業でございます。残りは基

金でということでございますので、起債事業で充てられない部分は、基本的には基金活用かなと

考えてございます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  施設の建設以外に、こういったもろもろの工事が、当然これは必

要になってくるわけでありますが、起債事業と基金を活用して事業を進行するというようなこと

で、制度事業に係らない工事費が当然発生するということを念頭に置いて、今度は、町民センタ

ーの基本計画についてお伺いをしたいと思いますけれども、町民センターにつきましても、今回、

調査データの結果によりまして、極めて耐震性が低く、補強が困難という結果のもとで、現庁舎

部分に建設をするという案が浮上しているようでございますが、今後１年をかけて、またこのこ

とについてはしっかりと内部で協議を進めていただくということになるようでありますが、本町

には、このほかにも、道の駅構想も具体的に稼働することが、今後、予想されます。これらの建

物を別々に建てるということは、将来といいますか、人口減少が既にもう始まって進む中で、町

の負担を考えたときに、財源的に非常に厳しいというふうに感じているところでございますが、

町長の御意見を伺いたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧徹哉議員からの町民センターの基本計画についての御質

問でございます。 

 この前、説明させていただいており、基本計画を取りまとめて、町民センターの耐震結果から

今後のあり方について、庁舎とともに議論しているところでございます。 

 議員御指摘のとおり、やはり町民センターについても非常に耐震性がいけないという結果が出

ていますので、２５年度に耐震診断した中での結果で、本来、ここを大規模改修するか、建てか

えるかっていう議論をしていた中で、今回、庁舎の問題も発生した中でのこういった複合的な課

題解決が迫られております。 

 議員御指摘のとおり、一体的な整備が一番好ましいんでしょうが、財源的な、当然、小規模自

治体の制約もありますので、現段階の考えでは、私の考えでは、まず防災拠点施設の庁舎を緊急

的に急がしていただきたいということで、今、進めさせていただいています。 



 町民センターにも、やはりいろんな目的がありますので、今後、このまま耐震性が悪いままで

の利用はいけないということですので、それにあわせて、町民センターの、今、３つの案ほど、

つくっていますけども、その中で、仮に、新庁舎ができて、現庁舎跡地に建設できるものなのか、

また、再度耐震補修を検討するものなのか、また、違う目的で違うところにそれらの施設を利用

してできるものなのかを含めて、再度、町民センターのあり方については議論を、これはこれで

やるんですけど、検討していく必要があるかと思っています。 

 ちょっと関連して出ました道の駅についても、当然、こちらの施設と関係してくる部分は多方

面にありますので、そういったところも、複合的なことを考えながら、現段階ではちょっと庁舎

のほうが急ぐということの制約もありますので、そういうところを進めていますが、並行しなが

ら、町民センターの改修または移転、新築についても、再度、議論をしていきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ６番、白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  ただいま、基本的な町民センターの今後のあり方も含めて御説明

をいただいたところでありますが、まず、今後、庁舎のほうが防災拠点施設ということで、ここ

をしっかりと進めていきながら、町民センターについては再度しっかり協議を行っていくという

ことでございます。 

 これは、ひとつ提案といいますか、お話になりますけれども、今後、この際、町民センターの

機能というのを、一回分けて考えていただいて、町長のほうからも答弁もいただいておりますよ

うに、町民センターの機能を、できるだけ、持ち込めるものについては新庁舎のほうに持ち込む

というお話ではございます。 

 特に、今、町民センターが抱えております、機能が抱えております小会議室であったり、ロビ

ー、そして図書館機能、そして、前から町長のほうにも要望が上がっておりますとおり、お話の

会の、つくしんぼの会の活動の場というのも、ひとつ中にしっかりと組み込んでいただきながら、

今後、道の駅構想が具体化するようであれば、その２階に大ホールを建設するというようなこと

も視野に入れていただいて、そうすることで、役場職員の駐車場の問題の解消とかホールの管理

の経費節減にも、これは当然つながってまいることではございますので、そういったことも検討

いただきたいというふうに思っておりますが、町長の御意見を伺いたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧徹哉議員から、庁舎建設に伴う町民センター機能の一部

活用ということでの質問として答えさせていただきます。 

 この計画にも、町民センターのおおよその概要版的なものをコンサルとしていただいたものが

のせてありますが、これは当然もう、１つの案だけであって、これがというのは全く考えており



ませんが、先ほどありました、まずは、その町民センターの一部機能、アンケートもやっていま

すので、町民向けのアンケートをやって、ここはこうだっていうのは全部把握していますので、

その部分で新庁舎に付加できる施設があれば、当然付加していくべきだと考えております。 

 まだ、基本計画を、そういった町民の皆さんからの声も聞きますし、基本設計の中で、そうい

った何をつくるって、それで規模も決まってくるわけですから、そこ辺でしっかり検討してまい

りたいと思っております。 

 また、図書室とか、つくしんぼ会の読み聞かせが使っている今の森林交流館のスペースを含め

て、また、北部信金跡地の利活用についても、当然、同時に議論する場だと思いますので、あわ

せて検討していきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  白瀧徹哉議員。 

○議員（６番 白瀧 徹哉君）  ただいま詳しく御答弁をいただいたところでございます。 

 庁舎及び町民ホールというのは、私たち町民にとりましても、暮らしを支え、また先ほどから

出ておりますように、防災拠点施設として大変重要な役割を担っているところでございます。同

時に、役場職員の皆様が効率的に仕事をできる状況、環境を有していなければならないというこ

とも考えられます。町民が、本当に未来に向かって誇れるような庁舎が完成するように、今後と

も格段の努力をお願い申し上げまして、一般質問を終わらせていただきたいと思います。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小笠まゆみ君）  次に、２番、佐藤成志議員、御登壇願います。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  ２番、佐藤成志です。通告に従い、一般質問を行います。 

 質問要綱、五ヶ瀬ワイナリーの施設整備について。 

 質問の要旨、県道８号線土生夕塩線ですが、このたび２６日には波帰工区が完成し、供用開始

になります。土生工区については、来年度より、いよいよ工事着工となり、新波帰之瀬大橋、仮

称でありますけど、こういう名前で呼ばせていただきます。新波帰之瀬大橋が数年先には完成と

いう段階になりました。 

 沿線にある五ヶ瀬ワイナリーに、現在の数倍の観光客が来るであろうと予想されていますが、

現ワイナリーの施設では対応に限界があると考えます。特に、大型バスのための駐車場、多くの

来客に対応できるレストランについては、道路開通前には準備が整うことが必要です。五ヶ瀬ワ

イナリーに来られた観光客に満足してもらうためにも、今から施設設備を着々と進めるべきであ

ると考えますが、今後の計画を伺います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。佐藤成志議員からの五ヶ瀬ワイナリーの施設整備についての

御質問に、私のほうからお答えいたします。 



 議員御指摘の県道８号線こと、主要地方道竹田五ヶ瀬線、夕塩土生間約６キロメートルにつき

ましては、議員が会長を務められております主要地方道竹田五ヶ瀬線桑野内地区道路整備促進協

力会を初め、高千穂町、五ヶ瀬町合同での道路整備促進期成会とか高千穂側の期成同盟会など、

沿線住民の熱意と協力、さらには行政の連携もあって、宮崎県により順調に工事が進められてお

ります。 

 現在の進捗状況から推察しますと、平成３１年度ないし平成３２年度の橋梁の着手になるとす

れば、工期は５カ年程度を見込まれているようでございます。夕塩工区につきましては、特に大

きな構造物もないということもあって、この区間の開通につきましては約７年後ぐらいかなと想

定をしております。 

 一方、御質問の五ヶ瀬ワイナリーにつきましては、議員御案内のとおり、桑野内で進める都市

と農山村の交流事業、グリーンツーリズムの夕日の里づくり事業と連携した当該地域の核となる

施設でございます。また、町内で生産されたブドウをこの施設で醸造加工し全国に販売するとい

った、県内でも６次産業化の模範となる施設でもございます。 

 当施設は、平成１５年７月に、３者出資の第三セクターとしてスタートしましたが、平成１７

年２月にワイナリー工場の完成、平成１９年の２月にはレストランも併設し完成し、酒造免許取

得後は２社の撤退があり、町のみ出資の株式会社として、現在、順調に運営を続けておりまして、

ワインの生産量も１０万本を超すまでになっております。 

 このような中、主要地方道竹田五ヶ瀬線、夕塩土生工区が全線開通となった折には、議員御指

摘のとおり、国道３２５号並びに国道２１８号からの観光客の移動が大きくさま変わりすること

が考えられます。駐車場が不足し、レストランが手狭になることも十分に考えられます。現在で

も、体験型農園もしくは駐車場用地としての用地取得とか、ワイン館、物産館、レストラン、風

のホールとの動線の課題などは、現場のほうから意見をいただいております。また、現状の利用

の状況などから、緊急性を含め、現在、総合的に検討を進めている段階でございます。あわせて、

九州中央自動車道も事業着手になるということを考えれば、将来を見越した施設にする必要もあ

ると考えられます。 

 ただ、全線が開通するまでには、しばらくの期間を要しますので、その間に、町内の類似施設

であります木地屋とか特産センター、それから、後ほど質問があるようですが、道の駅構想など

を総合的に考えた整備計画を、やはり１回つくって検討していかなければならないと考えており

ます。 

 私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ２番、佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  ２番、佐藤成志です。確かに、あの中央道が今からまた出てくる

わけですので、この竹田五ヶ瀬線の開通と同時に中央道もということには、なかなかなりません



けれども、正式ルートが決まるまでにしばらくかかるかと思いますし、また、事業着工になるま

でにしばらくかかるかと思います。道のほうとの竹田五ヶ瀬線については、おおむね７年先であ

ろうということで出ていますけれども、それより早まる可能性もあるということであります。 

 私が心配するのは、この道路完成時に、福岡、大分、熊本方面からの入り込み客が相当数ふえ

るということでありますので、この相当するふえる人たちに対応する駐車場の確保というのは必

ず必要かと思います。レストランについては、ほかの大きい施設に、うちよりか相当多い観光客

が来るところに行ってみましても、そんなに大きな施設を持っているところはありませんので、

今の場所でいいのかというのが一つということ。それと、駐車場については、全く、今、大型バ

スは２台しかとまりません。今後ふえるというバスについての駐車場とか、今のままでは絶対い

いはずがありませんので、どこにつくるのか、また、ワイナリーから要望があっている駐車場の

用地確保というのが出ていますけれども、それも含めて、それについてはいかがと考えられます

か。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。佐藤成志議員からの再度の質問でございます。 

 先ほど答弁しましたとおり、７年後以降、早まるか遅まるかは、これは予算づきでありますの

で何とも申し上げられませんが、将来を見越した、まず、高速道路も早急に着手になるというの

を考えています。そういうことを考えた場合に、五ヶ瀬ワイナリーのみならず、特産センター、

総合的な部分をやはり見直して、観光客のルートがどうなるのかというのはシミュレーションし

ないといけないと思っています。これは、専門家の御意見とか指導も当然要るわけでございます

が、そういったところを判断しながら総合計画をつくっていく必要があると考えています。 

 ワイナリーの先ほどの駐車場とかレストランとかについては、当然、会社側と十分議論しなが

ら、ここでこうしますという話じゃなくて、会社側と経営体のほうの三セクのほうと協議しなが

ら、しっかり進めさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  これについては、実は敷地内での駐車場がいいんではないかとか、

新しい場所の駐車場がいいんではないかとか、いろんな話が出ている中でありますので、早急に

解決に向けて進めて、準備を進めてもらいたいと思います。 

 もう１点、心配することがあります。それは、今現在、約１０万本のワインの生産ができてお

ります。今、２ヘクタールほど、昨年、一昨年からつくっていますので、ふえまして、１２万５,

０００本ぐらいにはなろうかということであります、生産確保ができるであろうと。ただ、客が

ふえると同時に、この販売本数もふえていくわけですから、今来ている６万人から７万人の観光

客が３倍ふえたときに２０万、５倍ふえたときには３０万以上ということになりますから、とて



もこの本数ではいけない。今の既存の工場で最大２５万本ぐらいまでは生産できるであろうと、

確保できるであろうということで聞いていますので、今後、ブドウ生産農家をふやす必要が出て

くるんです。この面積をふやして、１５万本、２０万本というワインの本数を手当てしていかな

いと、ワイナリーとしての地位確保ができないということになります。 

 この生産農家をふやすための何か施策がありましたなら、よろしくお願いします。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。佐藤成志議員からの、今度は、ワインの生産本数に関する付

属した質問かなと思っています。 

 現在、ワイナリーについては、行革等で支配人とかの説明はあっていると思いますが、比重が

直売よりも卸のほうが極端にふえております。今、７対３ぐらいで卸がふえている状況で、今、

その辺の販売戦略で、会社側としては進めているところでございます。当面の計画は、１３万５,

０００本というので、今、生産計画をつくって、５年後、１０年後を見越した生産者を確保する

とか、圃場を確保するとかいうことを進めております。 

 それに沿って、順調に進められてはおりますが、仮に、２５万本とかそういう計画については、

当初、経営構造対策事業でワイナリーを建設する折には、当然、見込みを持って容量は確保して

おりますが、具体的な生産体制とか会社側の思惑での体制づくりは、まだそういったところまで

至っておりませんので、今後、先ほどから出ていますとおり、竹田五ヶ瀬線の夕塩土生間の開通

に伴う、また１０年後、２０年後の高速道路の開通に伴う部分の今後のあり方については、やは

り全体構想を見ながら進めていかないと、現段階で２５万本という計画をワイナリーに投げかけ

るのは、なかなか厳しい部分があると考えております。 

 私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  今すぐには、なかなか、着工、進めないというのが現状でありま

すけども、ブドウの生産能力が上がるのは５年以上かかります。ということでありますと、今後、

段階的に、その本数をふやすためのブドウ農家をふやすということを詰めていかないと、その生

産本数が間に合わない、お客さんが来ても売り切れだということになりますので、この段階的に

進める方法を計画的にやってもらいたいと思います。 

 町長も私もですが、いつも、要望活動に行ったときに、県の工事要望の完成後には、ワイナリ

ーのお客が数倍もふえまして、非常に費用対効果がありますと。ですから、県内でナンバーワン

になるほどの費用対効果がある道として楽しみにしていてくださいということで要望をしてい

ます。国も、それにまさに期待されていますので、この期待されていることを外さないためには、

やはり自分たちの場所、駐車場を含め、レストラン、そしてまたブドウ生産能力を確実にしてい

かなければならないと思います。先ほどから、専門的な意見も必要でありますし、長期計画が必



要でありますけども、その思いについて、もう一度伺いたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。佐藤成志議員からの再度の質問にお答えします。 

 繰り返しになりますが、どれだけ流入人口がふえてくるのか、また、あと２０年後どうなるか

っていうのは、やはりしっかりしたシミュレーションをとった中で計画をつくる必要があると思

っております。また、当面、その間、じゃ、どうするのかというのもありますし、今の特産セン

ターの機能をどうしていくのかとか、物産館とのかかわり合いをどうするのかとか、また、レス

トランについても、現在の施設がどうなのかとか、そういったところを総合的に検討しなければ

ならないと思っています。 

 また、その一体的に、じゃ、財源を、先ほどから出ていますとおりどうするのかというのもあ

りますし、そこ辺を踏まえ、かつ大型プロジェクトが、庁舎とかＧ-パークとか、そんなところ

も、今、上がってきておりますので、そこあたりもしっかり調整しながら、ただ、五ヶ瀬町が五

ヶ瀬町らしいまちづくりをしていかなきゃいけないので、そのためには、ワイナリーはもう必須

の施設と考えておりますので、そういうところをしっかり調査研究しながら、今後、進めさせて

いただきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  佐藤成志議員。 

○議員（２番 佐藤 成志君）  長期的な計画でもありますけども、すぐ進めなければならない事

案でもありますので、よろしくお願いします。 

 ワイナリーは、将来、観光客が大きくふえるということで間違いありません。ふやす努力も、

私たちもしなければなりませんし、道路完成の１年前には、熊本、福岡、大分方面には大いに働

きかけて、道路が完成します。どんどん観光バスも入ってきても大丈夫ですよと。そして、ワイ

ナリーはこんなに充実していますということを、１年前には、もう既に打って、完成時には車が

行列をなすようにしなくてはいけないと思います。その努力を私たちもしなければならないと思

います。 

 町一番のドル箱にするためには、今からできることを進めてもらいたいと思いますし、先ほど

ありましたブドウ農家をふやす、農産と企画の両面からも計画的に進めてもらって、道路完成時

には準備万端ということで、このワイナリーが大いに発展するように取り組んでもらうことを願

いまして、私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小笠まゆみ君）  次に、７番、甲斐松男議員、御登壇願います。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ７番、甲斐松男です。通告に従いまして、一般質問を行います。 

 質問事項ですが、道の駅構想についてです。 



 質問の要旨ですけれども、２月に開催された第３回の九州中央自動車道九州小委員会において、

五ヶ瀬高千穂間のルートが決定されました。このことを受けて、道の駅構想の取り組みもさらに

加速させる必要があるのではないかと考えております。以下の２点について、伺いたいと思いま

す。 

 道の駅構想に関するプロジェクトチームの発足に当たって、その体制はどのような経緯で組織

化されたのか。２点目、具体的な取り組みと進捗状況について、お伺いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  甲斐松男議員からの道の駅構想についての御質問に、私のほうからお答

えいたします。 

 議員御指摘のとおり、九州中央自動車道蘇陽高千穂間の整備促進につきましては、２月１６日

に、約３年ぶりに開催されました社会資本整備審議会九州地方小委員会において、候補に挙がっ

ておりました３つのルート案のうち、主要な集落にアクセスしやすい南ルート案を採用するとい

う方針が決定されました。 

 その後、２月２８日に、国土交通省のほうから、同区間におけます直轄調査結果が宮崎県に送

付され、五ヶ瀬高千穂間の９.２キロメートルを来年度の新規事業化候補として、先日１３日に

開催されました九州地方小員会で審議され、新規事業化について妥当であるという評価をされた

ところでもあります。 

 そして、いよいよ明日１６日に、新規事業の予算化について審議される社会資本整備審議会道

路分科会第１６回事業評価部会が国土交通省で開催され、事業化の決定がなされるものと期待を

しているところでございます。そうすれば、国の新年度予算が成立すると同時に事業化決定とな

ることになります。 

 このように、来年度は事業化のめども立ち、私たち沿線自治体としては、整備促進のための取

り組みをさらに加速させる必要があると感じております。 

 まずは、御質問の道の駅構想に関するプロジェクトチーム発足の経緯についてでございますが、

この構想につきましては、先ほど述べました九州中央自動車道蘇陽高千穂間の事業採択と将来の

ストック効果として、私自身の思いからで立ち上げさせていただきました。それぞれの要望の場

で活性化施設完了後の活性化施設としての道の駅構想をさまざまな場面でお話しさせていただ

き、今回の町内のインターチェンジの設置計画についても、少なからず国のほうから御配慮いた

だいたものと考えるしだいでございます。 

 一方、道の駅につきましては、２４時間無料で利用できる駐車場、トイレを備えたドライバー

のための休憩施設であるとともに、道路情報、観光情報、緊急防災情報等を提供する情報基地と

しての役割や、文化教養施設、観光レクリエーション施設でもあります。九州中央自動車道約９

５キロメートルの中間に位置するここ五ヶ瀬にこのような施設ができれば、ほかにない地域振興



策にもなりますし、町民の皆様にとっても町内での商工観光の小さな拠点施設となり、６次産業

化を初め、さまざまなメリットが生まれるのではという思いからでございます。 

 次に、プロジェクトチームの体制についてでありますが、まずは、国土交通省所管の道の駅事

業でありますので、まずは、企画課、建設課、農林課、総務課など、関係するであろう関係の各

課長とそれぞれのグループ長にメンバーに入っていただき、勉強会からスタートさせていただき

ました。 

 具体的な取り組みとしましては、国土交通省延岡国道河川事務所の所長並びに担当課長を講師

として研修会から行い、また、国土交通省から日向市に派遣されています商工港湾課長からの、

五ヶ瀬町と人吉、それから日向等の港湾の関係についての研修も行ったところであります。さら

に、現在、市の中心部を道の駅として整備中の串間市や、都農町の道の駅等についても視察を行

ったところであります。 

 ただ、先ほど述べました蘇陽高千穂間でのそれぞれのインターチェンジの位置や、特産センタ

ー、また、五ヶ瀬ワイナリーとの関係、また、役場、町民センターの耐震化の問題に、財源、制

度事業の関係など多岐にわたる課題を抱えての構想でありますので、今後さまざまな御意見や検

討を重ね、進めていく必要があると考えております。 

 私からは以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  ７番、甲斐松男議員。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ７番、甲斐松男です。道の駅の関連の質問は、平成２６年度の第

４回議会で白瀧議員、そして、平成２８年度の３月の議会の一般質問で秋岡議員が質問されてお

ります。そのときの道の駅構想につきましては、町長のほうから平成２７年の九州中央自動車道

蘇陽高千穂間の計画段階評価において、第２回の小委員会が開催され、３つのルート案が公表さ

れた段階で、町としても、道の駅に関する制度や税について、情報収集などの作業を始めている。

地方創生の核となるような道の駅が必要であると考えている。第５次総合計画にはのせていない

が、今後は計画調整も必要になってくる。平成２９年度では、道の駅構想に関してプロジェクト

チームを立ち上げ、一歩進んだ検討を行いたいという町長の答弁をいただいております。 

 その中で、今、プロジェクトチームの体制っていうのをお聞きいたしましたけれども、この中

で、企画中心で、関係各課、課長、グループ長あたりをこのプロジェクトチームに織り込んでい

るっていうお話がありましたけれども、私は、このプロジェクトチームに、町の観光協会とか、

それに、特産センターごかせ、ＪＡ、そういう部分、それに出店協力者あたりを含めた形でのプ

ロジェクトで立ち上げているんだろうと思って、観光協会あたりに聞いたわけです。そうしたら、

やっぱり、私たち観光協会の意見としても、やっぱり私たちもそういうプロジェクトチームにか

かわりたいって、参加したいっていう意見がありましたので、もうぜひこういう部分をもうちょ

っと幅を広げて検討していただければと思っております。 



 それと、この道の駅の件ですけれども、この前、さきに議会のほうで、高原町の農産直売所を

研修しましたけれども、そのときに、道の駅で運営する場合に、２４時間利用できるトイレ、駐

車場、休息施設など、必要ではあるけれども、農産直売所でする場合には指定管理者を置かない

でよいとか、道の駅は基本的に町などが事業主体であるとか、そして、その道の駅の敷地面積、

税金などで、農産物直売所あたりと比較した場合に大きな差が生じるっていうような意見を伺っ

ております。そして、許可あたりの面でも、割と簡単に農産物直売所あたりは運営ができるって

いう話を聞いておりますので、こういうところは特に参考にしていただければと思っております。 

 今後の道の駅構想を進める上での課題って、こういう部分が今後の道の駅構想を進める部分の

大きな課題となってくるんじゃないかと思うんですけれども、ちなみに、埋め立てから、大体、

高千穂間の９.２キロが事業化されるっていうことで、いっときは特産センターが主体としての

道の駅の代用を行っていくのじゃないかとは思っているんですけれども、特産センターの野菜の

売り上げが、町内外の利用者っていうか、平成２９年度４月から平成３０年２月までの実績が、

売り上げで、町内で２,２２２万４,０００円、町外で１,３１７万８,０００円の売り上げで、町

内が６３％、町外の人の売り上げが３７％になっております。そして、出荷者の数が、町内で１

９０人、町外で５４人、町内が７８％、町外が２２％、計で２４４名です。 

 そして、この出荷協力者数の部分で、私が今から考えられる部分が、ほとんどが農業者の方が

野菜あたりは出荷しているんですけれども、農業センサスの２０１０年、平成２２年のときが、

農業をしておられる方が６３３名、２０１５年、平成２７年度が５９８名、平成３７年、２０２

５年が４８７名っていう形で、農家数がだんだん減って、出店協力者っていうのがだんだん減っ

て、やっぱり野菜あたりをつくる人が減って、果たして道の駅を運営していく場合に、野菜あた

りをどんどん出荷してくれる農家さんが、今、本当に続けられるのかなっていう心配を持ってい

るんですけれども、そういう部分について一回検討されているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。甲斐松男議員からの再度の質問にお答えいたします。 

 今回のプロジェクトチームは、まず、その道の駅という事業が、先ほどありましたトイレの数

とか制約は当然ある中で、どういうことの事業があるのかと、それから、それに関連してどうい

う附帯制度があるのかというのを、しっかり制度を、まず整理しましょうと。単なる道の駅も、

いろんな道の駅がございます。国交省に言わせると、余り道の駅という言葉は使うなという指摘

を受けましたが、そんなところの部分から、まず基本的な情報をいただきましょうということで、

国交省、また、実際やられている串間の現地図を見させていただきました。そういうこともあっ

て、先ほどの道の駅が単なる直売所というイメージは全く持っておりませんので、そういう農家

数とか今後のシミュレーションは、現在まだやっておりません、プロジェクトチームでは。 

 それから、本来ですと、ちょうど蘇陽高千穂間じゃなくて、中央自動車道のちょうど９５キロ



の中間位置に当たってくるので、今後、今、ドライバー不足とかそういった課題も国も抱えてい

ますので、単にそのパーキングエリアじゃ難しい部分もあるんでしょうが、そういったところで、

休憩施設とトラックターミナル、そういった提案も国から受けています。そういったところも含

めて、何かまだ全体像がどういうものがあるのかなというところからの構想を検討していますの

で、具体的にここにこうするというのは、まだ真っ白な状態でございます。 

 あわせて、今回、庁舎建設という、また議論も沸いていますので、その部分の、仮に新庁舎が

建設されて、現在の土地を駐車場にした場合に、そこに町民センターの話もこの計画では上がっ

ていますので、そういった複合的なことも含めてしっかり検討していかないと、大きな問題にな

ると考えております。 

 ということで、今後、まず情報を全部、今、収集した段階で、御意見も賜っていますので、そ

こら辺から、再度、道の駅については進めなくてはいけないと、今回、プロジェクトチームとの

連携をした結果で思っています。必要があれば、ＪＡとか観光協会、そうなると具体的な構想に

なってきますので、構想というか検討委員会になってきますので、そこら辺まで将来的に持って

いければベストかなと思っているところです。 

 以上です。 

○議長（小笠まゆみ君）  甲斐松男議員。 

○議員（７番 甲斐 松男君）  ７番、甲斐松男です。今、情報収集して検討中っていうことです

けれども、国交省のホームページで、道の駅による地方創生拠点の形成、モデル箇所の選定と総

合的な支援っていう部分があるんですけれども、平成２７年１月３０日に、道の駅は平成５年の

制度創設以来、現在では１,０４０カ所に広がり、地元の名物や観光資源を生かして、多くの人々

を迎え、地域の雇用創出や経済の活性化につながっている。その数、１,０００を超える中、そ

れ自体が目的地となり、町の特産物や観光資源を生かして、人を呼び、地域に仕事を生み出す核

へと、独自の進化を遂げているっていうことがありますけれども、そして、この進化する道の駅

の機能強化を図り、地方創生の拠点とする先駆的な取り組みをモデル箇所として選定し、関係機

関が連携の上、計画段階から総合的に支援をしますということで、ポイントとして、地方創生の

拠点となる先駆的な道の駅の取り組み、どうモデル箇所として選定するっていうことで、関係機

関が連携し、計画段階から総合的に支援、対象は、地域外から活力を呼ぶ。ゲートウェイから及

び地域の元気をつくる地域センター型の道の駅の新たな設置、またはリニューアルなどの企画提

案が示されていますということですが、こういう道の駅の支援策もありますので、もう町として

も、ぜひこういうことを前提に、もうモデルとなる道の駅づくりに取り組んでいただければと思

っております。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（小笠まゆみ君）  これで一般質問を終わります。 



────────────・────・──────────── 

○議長（小笠まゆみ君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 次回は３月２０日、午後２時から開会しますので、定刻までに御参集ください。お疲れさまで

した。 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午後０時14分散会 

────────────────────────────── 
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午後１時55分開議 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

 事務局長の奥村です。本日の会議に先立ちまして、事務連絡を申し上げます。 

 教育次長から、御親戚の葬儀参列のため、本日の会議を欠席する旨の届け出がありました。 

 以上であります。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第３号

日程第２．議案第４号

○議長（小笠まゆみ君）  お諮りします。日程第１、議案第３号五ヶ瀬町指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準などを定める条例の制定について及び日程第２、議案第４号五ヶ

瀬町佐伯勝元教育基金奨学金条例の制定についての２件は、これを一括議題としたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、議案第３号及び議案第４号の２件は、

これを一括議題とします。 

 本２件については、去る３月６日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑に

入ります。質疑がありましたらどうぞ。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 討論は省略して、これより起立によって採決します。 

 議案第３号五ヶ瀬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準などを定める条

例の制定については原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号五ヶ瀬町佐伯勝元教育基金奨学金条例の制定については原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第５号

日程第４．議案第６号



日程第５．議案第７号

日程第６．議案第８号

日程第７．議案第９号

日程第８．議案第１０号

日程第９．議案第１１号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。日程第３、議案第５号五ヶ瀬町証人等に対する実

費弁償に関する条例の一部改正についてから、日程第９、議案第１１号五ヶ瀬町道路占用料徴収

条例の一部改正についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５号から議案第１１号までの

７件は、これを一括議題とします。 

 本７件については、去る３月６日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑に

入ります。質疑がありましたらどうぞ。──ありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 討論は省略して、これより起立によって採決します。 

 議案第５号五ヶ瀬町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部改正については原案のとお

り決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号五ヶ瀬町特別会計設置条例の一部改正については原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号五ヶ瀬町国民健康保険税条例の一部改正については原案のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号五ヶ瀬町介護保険条例の一部改正については原案のとおり決定することに賛

成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 



 次に、議案第９号五ヶ瀬町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１０号五ヶ瀬町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員

等に関する基準を定める条例の一部改正については原案のとおり決定することに賛成の方は起

立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１１号五ヶ瀬町道路占用料徴収条例の一部改正については原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第１２号

日程第１１．議案第１３号

日程第１２．議案第１４号

日程第１３．議案第１５号

日程第１４．議案第１６号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。日程第１０、議案第１２号平成２９年度五ヶ瀬町

一般会計補正予算（第５号）についてから、日程第１４、議案第１６号平成２９年度五ヶ瀬町介

護保険特別会計補正予算（第４号）についてまでの５件は、これを一括議題としたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１２号から議案第１６号まで

の５件は、これを一括議題とします。 

 本５件については、去る３月６日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑に

入ります。質疑がありましたら、議案名、ページなどを示して発言してください。質疑がありま

したらどうぞ。──ありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 討論は省略して、これより起立によって採決します。 



 議案第１２号平成２９年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第５号）については原案のとおり決定

することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号平成２９年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１４号平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１５号平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号）につ

いては原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号平成２９年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第４号）については原

案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第１７号

日程第１６．議案第１８号

日程第１７．議案第１９号

日程第１８．議案第２０号

日程第１９．議案第２１号

日程第２０．議案第２２号

日程第２１．議案第２３号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、お諮りします。日程第１５、議案第１７号平成３０年度五ヶ瀬町

一般会計予算についてから、日程第２１、議案第２３号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計予

算についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１７号から議案第２３号まで



の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件については、去る３月６日、各常任委員会に付託し審査を行っていますので、審査の結

果について、各常任委員長から報告を求めます。 

 まず、総務農林常任委員長、綾健一議員、御登壇願います。 

○総務農林常任委員長（綾  健一君）  総務農林常任委員長の綾です。本定例議会において付託

を受けた平成３０年度一般会計予算中、総務課、企画課、農林課、建設課、簡易水道特別会計、

会計室、議会事務局について審査報告をいたします。 

 審査については、全委員出席のもと、慎重な審議の結果、付託を受けた事項については承認す

ることといたしました。 

 各課の審査内容について委員会で審議、主な事項について報告いたします。 

 まず、総務課。歳入。自主財源比率は、１９.８０％で、前年度比１.９６％増となり、金額で

は６,８５９万５,０００円の増となっています。庁舎基金繰入金４,０００万円の増が主な原因

です。 

 依存財源費比率は８０.２０％で、前年度比２.６９％減となり、金額では７,９５９万５,００

０円の減となっています。具体的には、地方債１億２,６３０万円の減と、県支出金６,４１２万

９,０００円の増が主な要因です。 

 地方交付税は、例年並みの１８億円（５０.１％）と見込まれていますが、地方債は２１億１,

０００万円で、前年度比３７.４４％の減、充当できる建設工事がないための減額であります。 

 義務的経費は、総額１４億２,５８１万４,０００円で、２９年度と比較すると、総額で６,１

０８万２,０００円、４.４８％の増額となっています。個別に見ますと、公債費は１１.７２％

の増となっています。扶助費は、近年、社会保障分の増により増加傾向にあり、今年度予算ベー

スでは３.４３％の増となっています。 

 一般行政経費は、総額１５億１,２３７万７,０００円で、２９年度と比較すると総額で４４２

万４,０００円、０.２９％の増額となります。具体的には、物件費が２.８８％増、維持補修費

が２１.０８％増、積立金が３３.３２％の増となっています。物件費については、庁舎建てかえ

に伴う基本計画や各種計画の策定委託料の増が要因です。また、維持補修費については、小中学

校の校舎等の修繕料の増、積立金についてはふるさと応援寄附金の増によるものであります。 

 続きまして、企画課です。 

 地域づくり支援事業補助金４２０万円は、１４行政区へ交付され、区単位での取り組みや区を

越えた連携による事業として地域全体の活性化を目指した取り組みにも期待が持てます。 

 ふるさと応援寄附事業、３０年度の見込み額は２,０００万円を想定して、報償金３０％の６

００万円が計上されております。 

 地方創生推進事業、国庫補助対象分６４２万２,０００円が計上され、農泊推進事業アドバイ



ザー謝金・世界農業遺産活用事業・人口減少対策事業、ワイナリー備品購入費などが予定されて

おり、さらに地域の発展に期待が持てる内容になっております。 

 総合交通対策事業費は、コミュニティバス運行委託料２,６２４万円でありますが、乗車率は

減少傾向にあることから、運行経費等考慮の上、バスの小型化及び地域コミュニティなどによる

対策を検討されることを望みます。 

 商工振興費で、第三セクター貸付金が計上されており、株式会社五ヶ瀬ハイランドへ１,００

０万円、五ヶ瀬ワイナリー株式会社へ２,０００万円の計上でありますが、各会社ともに経営改

善へ向けた努力がなされ、安定した経営へとさらに邁進されることを切望します。 

 森林公園費、スキー場関連事業、修繕料５４７万５,０００円は、以下のとおりでございます。 

 続きまして、農林課です。 

 農林水産業費は６億４,０８８万９,０００円で、前年比１０.７％増となっています。 

 歳入。農業費補助金の農地利用最適化交付金は、農地利用の最適化のための農業委員及び農地

利用最適化推進委員の積極的な活動に要する経費に対しての交付金として１０３万６,０００円

が計上されており、耕作放棄地や遊林地対策等の協議が活発に図られるものと期待します。 

 中山間地域直接支払交付金６,８９９万４,０００円は、平成２７年度から平成３１年度（第４

期分）であります。耕作放棄地の防止、農地の多面的機能の増進を図ることを目指しており、５

８協定に配分されます。 

 続きまして、歳出です。 

 農業振興費の新規事業として、「大地に絵を描く」高効率生産集団支援事業補助金２５６万６,

０００円は、稲作生産利用機械への導入補助金であります。 

 同じく、産地パワーアップ事業補助金４９６万７,０００円は、農業機械導入や乗用摘採機・

ぶどう生産棚・被覆資材などの補助金で、農業振興に大いに活用されることを望みます。 

 林業振興費では、鳥獣保護区等周辺被害防止事業２７５万６,０００円は、農作物を獣害から

守るための電気柵等への助成金です。 

 鳥獣被害防止緊急保護活動支援事業１,３３６万円は、害獣１頭当たりの保護に対する交付金

を支給し、生息する野生鳥獣の固体を減少する支援金で、新規にアナグマ・カラスの交付金が追

加されました。 

 シイタケ等特用林産生産体制強化事業１,２６８万４,０００円は、シイタケ生産に係る各種設

備及び獣害対策資材を導入する支援金で、被害を最小限にするために大いに効果が発揮されるこ

とを期待いたします。 

 新規事業で、林地台帳整備事業費１００万円は、市町村が林地所有者や境界の情報を一元的に

取りまとめた林地台帳を整備し、その情報を森林組合や林業事業体等の担い手に提供することで、

施業集約化の促進を図ることを目的にしております。 



 災害復旧費、工事請負費３,０００万円は、平成２８年度熊本地震により被災した大石越線の

災害復旧工事であり、早期の完成を望みます。 

 続きまして、建設課です。 

 歳出。土木費の予算額は２億８,０４２万４,０００円で、前年比８％の減であります。 

 農地費委託料は、中山間地域総合整備事業１,００１万円は、鞍岡古賀地区の１号用水路の測

量設計が計画されております。 

 次に、農地費工事請負費は、中山間地域総合整備事業１,５０１万円で、鞍岡古賀地区の１号

集落道・２号農道・４号用水路西部分が計上してあります。特に用水路の漏水防止は、一日も早

い完成が待たれます。農業基盤整備促進事業１,８０３万円では、上の原農道の昨年からの継続

の分で、内の口になります。そのほか矢惣園農道・寺村用水路──鞍岡地区です──が計上され

ています。 

 次に、農地費です。負担金補助及び交付金、多面的機能支払交付金１,２４０万円は、農地維

持支払交付金、資源向上支払交付金などが含まれ、地域の共同活動による農地や水路等の地域資

源の適切な保全管理を支援します。３０年度からは生コン代が適用になっており、農道や作業道

に有効な活用が望まれることを期待します。 

 道路維持費、委託料４００万円は、町道草刈り清掃業務委託料８路線、高木伐採１路線分が計

上されていますが、今後さらに過疎化が進み、作業体制の維持が懸念されるところです。社会資

本整備総合交付金事業１億４,２０２万円は、坂狩内の口線、赤谷中央線での通学路対策や落石

対策、歩道設置工事など、立て壁高畑線では、老朽橋上部工事が計画されております。 

 続きまして、簡易水道特別会計です。 

 歳出。簡易水道特別会計予算総額は９,２６９万６,０００円で、歳出の主なものは、委託料１,

６５１万６,０００円であり、量水器検針・電気計装設備保守点検・配水池清掃業務などであり

ます。その他、新規に施設監視委託業務員１名を雇用し、管理体制が強化される予定です。 

 工事請負費では、廻淵簡易水道配水管布設工事、桑野内簡易水道、土生地区給水管移設工事、

大石飲料水供給施設整備工事費など３,５５０万円が計上されております。 

 会計室と議会事務局は、例年どおりでございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小笠まゆみ君）  次に、文教福祉常任委員長、秋本良一議員、御登壇願います。 

○文教福祉常任委員長（秋本 良一君）  文教福祉常任委員長の秋本でございます。本定例議会に

おいて付託を受けた平成３０年度一般会計予算中、町民課、福祉課、教育委員会の所管する事項、

国民健康保険特別会計、国民健康保険病院事業会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会

計及び奨学金特別会計について審査報告をいたします。 

 審査につきましては、全委員出席のもと慎重な審査の結果、付託を受けた事項については、承



認することといたしました。 

 各課の審査内容について、委員会で審議、主な事項を報告いたします。 

 町民課であります。歳入。町税の町民税、固定資産税、軽自動車税は、前年度に対し８.２２％

の増額の見込みとなっており、総額２億９,４１４万６,０００円となっております。 

 歳出。税務総務費、委託料４４１万１,０００円は、その他の宅地評価法地区の土地評価整備

業務委託料であり、３カ年で町内雑種地等の調査を行い、適正な評価を目的とし、平成３２年度

より適正課税実施となります。固定資産税とあわせて税収の増が見込まれます。 

 また、未収金につきましては、町税等収納率向上対策委員会の取り組みにより収納率が上がっ

てきており、引き続き公平・公正な行政運営を推進するためにさらに努力を願います。 

 福祉課。歳入。分担金及び負担金、民生費負担金は、対前年度８０万１,０００円の減額で、

２,２２０万６,０００円となっており、町外居住園児の受け入れの減少が主な要因となっていま

す。 

 国庫支出金、民生費国庫負担金、社会福祉費負担金では、障害者自立支援給付費負担金として

５１５万円の増で、５,７８８万２,０００円となっております。介護訓練や補装具費支給等であ

ります。 

 県支出金、民生費県補助金１,１９２万２,０００円は、社会福祉費補助金、児童福祉費補助金

が主であり、重度心身障害者医療助成事業費６０１万４,０００円などになっております。 

 歳出。総務費、地域振興費、報償費８０６万５,０００円中、出産祝金賞賜金が第１子から第

４子までそれぞれ予算計上されており、利用が望まれます。 

 その他委託料、使用料及び賃借料、扶助費で、地域福祉支援システム避難行動要支援者管理リ

ース料、これは平成２９年度から３２年度でございます。妊婦検診交通費助成、不妊治療費助成

の予算計上となっております。 

 民生費では、社会福祉総務費、負担金補助及び交付金６,１３１万２,０００円の計上、主なも

のは、ごかせ荘建設借入金償還金１６２万円、平成３３年度まででございます。社会福祉協議会

園補助金（ボランティアセンターを含む）もので３,０００万２,０００円、また、共生型福祉施

設運営事業費補助金２,４０５万９,０００円となっており、いずれも高齢者対応としての予算計

上であります。 

 扶助費で、介護給付、訓練等給付事業費１億１,２７３万６,０００円と繰出金５,６５１万８,

０００円は、国民健康保険特別会計への繰り出しです。 

 老人福祉費、委託料において介護予防生活生きがい活動支援事業委託料３１７万３,０００円、

配食サービスとして計上してあります。現在、週３回の配食サービスを週６回にふやす計画であ

り、高齢者の食事の栄養バランスも考慮しての配食は、長寿にも期待できるとともに、声かけも

できることであり、今後、早々の対応を望みます。 



 児童福祉施設費の扶助費１,２９３万５,０００円は、施設型給付費負担金（広域入所児童施設）

として支出されます。 

 衛生費、保健衛生費、予防費、委託料２,１３１万９,０００円は、がん検診、結核検診、予防

接種委託料などであり、また、環境衛生費、負担金補助及び交付金では、電動生ごみ処理機コン

ポスト購入補助で２４万５,０００円が計上してあり、特に電動生ごみ処理機は、ひとり暮らし

の高齢者にも利用可能で、今後、衛生的な観点からも期待が持てます。 

 続いて、教育委員会です。歳入。教育総務費、小・中学校費では、若干増減にて計上でござい

ます。 

 教育使用料、教育費国庫補助金、教育費県補助金等が主な歳入となっております。 

 歳出。全体的に平成３０年度はハード事業が少ないため、前年度より若干の減額予算となって

おります。 

 教育総務費、負担金補助及び交付金で５万円の計上、佐伯勝元教育基金高等学校等学校入学支

度金で、入学時の経費の半額程度の補助金として、町内第１号での支給となります。 

 小学校管理費、需用費、修繕料５４０万円は、鞍岡小学校の校舎内トイレ塗装、通路の修繕、

三ケ所小学校は前庭の舗装補修、上組小学校はプールフェンスの修繕など、また坂本小学校は教

室の床・壁修繕が計上してあり、各学校の施設の改善が図られます。 

 中学校管理費、使用料及び賃借料では、校務用電算機器使用料として最新パソコン導入となっ

ております。現在、平成２１年度導入から８年経過しており、最新型にすることにより、教職員

の働き方改革の一助が期待できます。 

 社会教育総務費、委託料２４４万８,０００円は、町史編さん業務委託料で、昭和５６年に発

刊された町史の続編となり、見直しも必要で、再調査が肝要かと思われます。平成３３年度をめ

どとされておりますが、期間は延びても再度調査をし、今だから調査可能な物件もあり、十分な

編さんされるよう切望いたします。 

 負担金補助及び交付金で、新規で大人のＧ授業１０万円が計上されています。特別講座の開催

が計画してあり、人材育成に役立つような取り組みを期待いたします。 

 工事請負費では、Ｇパーク内街路等をＬＥＤ化するもので、３２基３０２万４,０００円計上

してあり、利用者の夜間の安全が確保されます。 

 国民健康保険特別会計。歳入。 

 総額は５億９,９９４万８,０００円で、前年度と比較して２１.０４％の減額の予算です。一

般被保険者国民健康保険税２４１万９,０００円の減となっておりますが、被保険者数の減少に

よるものが主であります。 

 繰入金は、一般会計より５,６５１万８,０００円、国民健康保険準備積立基金より１,０００

万円となっています。 



 平成３０年度から国民健康保険広域化に伴い、国庫支出金、療養給付金、前期高齢者交付金、

共同事業交付金は廃止となりました。 

 歳出。総務管理費は１,７８５万円、前年比６５８万６,０００円の減となっております。 

 一般被保険者高額療養費は、前年度より１４５万４,０００円増の計上となっており、被保険

者の増を見込んであります。 

 国民健康保険事業費給付金１億１,８４５万２,０００円は、保険給付、後期高齢者支援金、介

護納付金分となっております。 

 国民健康保険の広域化に伴い、県に納める保険事業納付金は、市町村ごとの医療費水準、所得

水準をもとに県が決定するものであり、また、予備費として２,１３５万４,０００円は保険給付

費の約３％以上を目安としての予算措置での計上です。 

 国民健康保険病院事業会計。 

 医師、職員数は再任用を含め昨年とほぼ同じ状況であります。現在の常勤医師２名体制に加え、

熊本大学医学部、高千穂町国民健康保険病院より医師を招聘し、診療を行っております。医師確

保に努力されておりますが、地域医療構想の中では広域連携は運営上不可欠と思われます。医師、

薬剤師確保には条件を整えて、給与差も考慮し、より効果的な対策が必要と思われます。 

 歳入。繰入金として、病院事業会計に一般会計より１億円、国民健康保険事業会計から１,１

４９万６,０００円の繰入金があります。 

 歳出。建設改良費で、機械備品購入費として２,９５７万１,０００円計上、内訳はデジタルＸ

線テレビシステム１,４９０万４,０００円、内視鏡１,２１８万３,０００円、自動グリコヘモグ

ロビン分析機２４８万４,０００円などとなっており、より精度の高い員検査に期待が持てます。 

 なお、未収金７,３８７万２,０００円につきましては、昭和５８年からの長期に固定化してい

る未払い分が含まれ、状況を精査し、何らかの処理も必要ではないかと思われます。 

 介護保険特別会計。 

 歳入。保険料、第１号被保険者保険料８,０２５万６,０００円は、前年より２８８万４,００

０円の増で計上され、内訳は現年度分特別及び普通徴収保険料であります。第１から第９段階１,

５８２人が対象となっています。 

 国が進める予防事業従事について、要支援もしくは同程度の状態から要介護状態へ移行するこ

とを防ぐための事業展開は、保険給付費の伸びを抑制するとともに、将来的な人口減少、高齢化

の進行に備えるためにも最も重要と思われます。 

 介護予防・生活支援サービス事業費、委託料は栄養改善のための配食サービス９３万円が計上

され、平成３０年度は５人が対象として初めての取り組みであり、健康状態も確認でき、家族も

安心できる事業と思われます。 

 後期高齢者医療特別会計。歳入歳出総額５,８０７万円は、前年度に対し１,４３０万７,００



０円、率にして１９.７７％の減となっており、要因は、後期高齢者保険料繰入金の減によるも

のです。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金５,４５１万７,０００円で、連合会が保険

者であるため、ほとんど支障はありません。 

 奨学金特別会計。 

 この会計は、平成３０年度より佐伯勝元基金を活用して設けられるものであります。大学に在

学または進学する学生に対し、経済的な経費の支援として奨学金を貸与することを目的とし、十

分に活用され、将来の五ヶ瀬町を担う人材確保等に反映されることを望みます。 

 以上のとおり、予算審査報告といたします。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小笠まゆみ君）  ただいま、各委員長の報告が終わりました。 

 これから各委員長の報告に対する質疑を行います。質疑がありましたらどうぞ。──ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、各委員長に対する質疑を終結します。 

 討論は省略して、これより起立によって採決します。 

 議案第１７号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計予算については原案のとおり決定することに賛

成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１８号平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計予算については原案のとおり

決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計予算については原案のとおり

決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２０号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計予算については原案のと

おり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２１号平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計予算については原案のとおり決定



することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計予算については原案のとお

り決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２３号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計予算については原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第２４号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第２２、議案第２４号町道の認定及び廃止についてを議題と

します。 

 本件については、去る３月６日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑に入

ります。質疑がありましたらどうぞ。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 討論は省略して、これより起立によって採決します。 

 議案第２４号町道の認定及び廃止については原案のとおり承認することに賛成の方は起立を

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小笠まゆみ君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．発議第１号

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第２３、発議第１号議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣につきましては、会議規則第１２２条の規定により、お手元に配付し

ておりますとおり派遣することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、お手元に配付しておりますとおり、

議員を派遣することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 



日程第２４．委員会の閉会中の継続調査について

○議長（小笠まゆみ君）  次に、日程第２４、委員会の閉会中の継続調査についてを議題とします。 

 お諮りします。議会運営委員会委員長、各常任委員会委員長、行財政改革特別委員会委員長及

び議会広報編集委員会委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しております

とおり閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 各委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小笠まゆみ君）  異議なしと認めます。したがって、各委員長から申し出のとおり閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小笠まゆみ君）  以上をもちまして、本定例会に付された議事の全部を終了しましたので、

会議を閉じます。 

 議員各位におかれましては、去る３月６日の開会以来１５日間にわたり熱心に御審議をいただ

き、まことにありがとうございました。 

 町長初め町当局の皆様には、会期の間、常に真摯な態度をもって審議に御協力をいただき、あ

りがとうございました。 

 議員各位から述べられました意見なり要望事項につきましては、特に御配慮いただき、執行の

上に十分反映されますようお願い申し上げます。 

 ここで町長の挨拶をお願いいたします。町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。本定例会終了に当たりまして、執行部を代表し、一言御挨拶

を申し述べさせていただきます。 

 まずは、本定例会に御提案申し上げました全ての案件につきまして御承認いただき、ありがと

うございました。 

 特に平成３０年度の新年度予算につきましては、最終段階を迎えます第５次五ヶ瀬町総合計画

と五ヶ瀬町まち・ひと・しごと創生総合戦略の実現に向けて、限られた財源の中での予算編成を

させていただきました。 

 一方、議会冒頭の行政報告でも御説明させていただきましたが、新年度から五ヶ瀬町町民セン

ターと役場庁舎につきましても、限られた期間の中で庁舎建てかえ等含む耐震化対策を進めてい

くことになります。今後とも町議会の皆様とともに十分に協議を重ねながら、地域や町民の皆様

の御意見をしっかり聞くとともに、やれる努力を重ねていく覚悟でございます。 

 それから、今月をもちまして企画課長の岡田昭治氏が定年退職され、本日が最後の定例議会と

なりました。後ほど議会終了後に本人からも挨拶の機会をいただいているようでございますが、

岡田企画課長の五ヶ瀬町行政運営の御尽力に、町長としてこの場をかりて心からお礼を申し上げ



ます。 

 また、私自身も、来る５月２８日で１期４年間の任期満了を迎えます。昨年の６月の一般質問

でも表明させていただきましたとおり、これまでの貴重な経験を生かし、２期目を目指し立候補

させていただきたいと考えております。どうかよろしくお願いいたします。 

 さて、平成２９年度も残り２週間となりました。平成２９年度も、小笠議長を初め議員の皆様

の町行政の御理解の上で、同じ目標に向かったまちづくりを進めることができました。引き続き

新年度に向けましても、私どもの行政運営に特段の御協力と御支援を賜りますようお願い申し上

げます。 

 結びになりますが、何かと慌ただしい年度末を迎えます。議員の皆様方には、くれぐれもお体

御自愛の上、それぞれの地域で、そしてまたそれぞれの立場で御活躍されることを御祈念申し上

げ、定例会終了に当たって、執行部を代表しての挨拶とさせていただきます。どうもありがとう

ございました。 

○議長（小笠まゆみ君）  町長には、丁重な御挨拶を賜りありがとうございました。 

 これをもちまして、平成３０年第１回五ヶ瀬町議会定例会を閉じます。どうも御苦労さまでし

た。 

○事務局長（奥村 和平君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

午後２時53分閉会 

────────────────────────────── 



○ 平成３０年第１回定例会に議した事件のてんまつは、次のとおりである。 

議案第５３号 

議案第５４号 

議案第５５号 

議案第５６号 

議案第５７号 

議案第５８号 

議案第５９号 

議案第６０号 

議案第６１号 

議案第６２号 

議案第６３号 

議案第６４号 

議案第６５号 

議案第６６号 

議案第６７号 

議案第６８号 

議案第６９号 

発議第 ６号 

発議第 ７号 

五ヶ瀬教育委員会委員の任命同意について 

五ヶ瀬教育委員会委員の任命同意について 

平成２８年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定について 

平成２８年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

平成２８年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

平成２８年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定

について 

平成２８年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

平成２８年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

五ヶ瀬町情報公開条例の一部改正について 

五ヶ瀬町個人情報保護条例の一部改正について 

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について 

平成２９年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２号）について 

平成２９年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）について 

平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）について 

平成２９年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

２号）について 

平成２９年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

平成２９年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について 

全国森林環境税の創設に関する意見書の提出について 

議員派遣について 

９月 ４日 

９月 ４日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

９月１９日 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 



会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

       年  月  日 

議  長 

署名議員 

署名議員 


